
周

密

と

道

E事

石

田

肇

(

1

)

 

南
宋
史
を
考
え
る
時
、

道
事
が
隆
盛
し
朱
子
皐
が
官
闇
字
化
し
た
こ
と
の
一
意
味
は
大
き
い
。
朱
子
製
の
位
置
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と

(

2

)

 

に
関
し
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
に
せ
よ
、

一
般
に
朱
子
準
は
南
宋
と
い
う
時
代
を
代
表
す
る
思
想
鐙
系
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
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南
宋
に
あ
っ
て
は
北
宋
以
来
の
程
皐
と
王
皐
の
封
立
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
か
ら
む
蘇
皐
、
そ
し
て
陸
皐
や
経
世
諸
皐
涯
と
い
円
た
様
々
な
思
想

潮
流
が
あ
り
、
針
金
閲
係
と
い
う
時
代
背
景
の
な
か
か
ら
複
雑
な
政
治
朕
況
が
生
み
だ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
賦
況
下
に
あ
っ
て
、
朱
子
皐
が

官
皐
化
し
て
ゆ
く
過
程
で
常
に
反
道
製
の
勢
力
が
あ
り
、
何
回
か
の
遵
皐
へ
の
弾
匪
が
な
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
従
来
、
道
皐
の
側
に
立
っ
た

研
究
は
多
い
が

こ
れ
ら
を
批
判
す
る
勢
力
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
い
よ
う
で
、
朱
子
拳
を
南
宋
史
に
相
割
化
し
定
位
せ
し
め
る
た
め
に
は

道開尚子
を
批
判
す
る
勢
力
に
つ
い
て
の
硯
角
と
分
析
も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
南
宋
の
道
皐
に
つ
い
て
多
く
の
批
判
的
な
記
述
を
残

し
た
周
密
な
る
人
物
と
そ
の
記
述
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

宋
の
南
渡
後
の
政
治
過
程
に
お
け
る
道
皐
に
つ
い
て
は
『
宋
元
皐
案
』

(
以
下
、

『
皐
案
』
と
略
稽
す
る
)
巻
九
六
の
「
元
一
茄
黛
案
」
、

そ
し
て

同
巻
九
七
の
「
慶
元
議
案
」
に
要
約
表
佑
さ
れ
て
お
り
、

前
者
は
建
炎
元
年
(
一
一
一
一
七
)
か
ら
紹
興
二
十
八
年
(
二
五
八
〉
ま
で
を
、

後
者

は
紹
興
二
十
九
年
か
ら
嘉
定
十
七
年
(
一
二
二
四
)
ま
で
、
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そ
し
て
賓
慶
元
年
か
ら
徳
一
両
二
年
(
一
二
七
七
)
ま
で
を
通
覧
し
て
い
て
簡
便
で
あ

る
が
、
以
下
、
簡
単
に
流
れ
を
み
て
ゆ
く
。
南
渡
後
、
活
濃
化
し
つ
つ
あ
っ
た
道
皐
に
劃
し
て
、
紹
興
六
年
か
ら
道
皐
批
剣
が
始
ま
り
、
翌
年
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こ
の
吠
態
は
紹
興
二
十
六
年
ま
で
績
く
こ
と

に
な
る
。
こ
の
時
期
は
秦
檎
の
専
政
と
針
金
和
親
策
に
封
す
る
主
戦
汲
な
ら
び
に
道
摩
者
の
針
立
と
い
う
関
係
で
あ
り
、

北
宋
以
来
の
王
拳
割

(
3
)
 

程
暴
と
い
う
封
立
関
係
も
存
在
し
た
。
秦
拾
が
紹
興
二
十
五
年
に
注
す
る
と
道
皐
へ
の
批
判
も
弱
ま
り
、
道
皐
が
再
び
撞
頭
し
て
く
る
こ
と
に

に
そ
の
頃
貼
を
迎
え
、
そ
の
後
の
小
康
状
態
を
へ
て
、
紹
興
十
四
年
の
専
門
の
皐
の
禁
に
到
り
、

『
皐
案
』
巻
九
六
は
「
攻
専
門
之
皐
者
」
と
し
て
秦
槍
や
陳
公
輔
ら
と
と
も
に
周
秘
な
る
人
物
を
あ
げ
る
が
、
周
秘
は
小
稿
の
主
題
と

す
る
周
密
の
曾
祖
父
で
あ
り
、
彼
は
紹
興
六

・
七
年
代
の
道
何
時
十
批
判
側
の
人
物
で
あ
っ
た
。

な
る
。そ

の
後
、

道
壌
の
勢
力
も
復
活
し
、

朱
菜
を
は
じ
め
と
し
て
活
濯
な
活
動
を
み
せ
る
が
、

慶
元
四
年
(
一
一
八
八
)
の
慶
元
偽
拳
の
禁
に
到

こ
の
偽
撃
の
禁
の
前
哨
戦
と
で
も
い
え
る
の
が
淳
照
九
年

(
一一

八
二
)
の
朱
菜
に
よ
る
唐
仲
友
の
弾
劾
事
件

っ
て
道
準
は
偽
皐
と
さ
れ
る
。

で
あ
り
、

つ
い
で
翌
年
に
は
旅
費
が
偽
皐
の
禁
を
請
い
、
紹
回
一
の
内
稗
に
よ
っ
て
韓
佑
由
同
が
権
力
を
握
る
と
偽
暴
の
禁
に
到
る
わ
け
で
あ
る
。

開
稽
用
兵
の
結
果
、

韓
佑
胃
が
談
せ
ら
れ
る
と
道
皐
徒
の
復
権
は
す
す
み

端
卒
年
聞
の
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嘉
泰
二
年
三
二

O
二
)
に
は
偽
壊
の
禁
も
緩
み

い
わ
ゆ
る
端
卒
の
更
化
に
あ
っ

て
は
朱
子
皐
徒
の
員
徳
秀
や
貌
了
翁
が
要
職
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
朱
子
同
学
が
官
撃
と
さ
れ
た
時
期
を
い
っ

と
す
る
か
は
官
祭
の
定
義
に
も
よ
る
が
、
小
稿
で
は

一
一
峰
、
淳
一
版
元
年
(
一
二
四
一
)
、
王
安
石
が
孔
子
廟
の
従
杷
か
ら
描
け
ら
れ
、
こ
れ
に
代

っ
て
朱
一
漏
ら
が
従
記
さ
れ
、
ま
た
「
道
統
十
三
賛
」
が
製
せ
ら
れ
て
園
子
監
に
賜
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
官
皐
化
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
に
し

(
4
)
 

た
い
。
右
の
よ
う
に
慶
元
偽
皐
の
禁
の
後
、
朱
子
撃
は
順
調
に
復
権
し
た
か
に
み
え
る
が
、
周
密
は
こ
れ
に
劃
し
て
批
剣
的
な
記
述
を
残
し
て

そ
の
た
め
彼
は
『
皐
案
』
巻
九
七
に
「
晩
宋
話
晋
諸
儒
者
」
と
し
て
唯

一
人
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
り、

字
は
公
謹
、
草
箇

・
務
洲

・
弁
陽
老
人

・
四
水
潜
夫
な
ど
の
読
を
も
ち
、
宋
末
元
初
の
人
物
で
あ
る
。
彼
は
詞

(
5

)

〈

6

)

(

7
)

人
、
南
宋
の
退
老
あ
る
い
は
遺
民
、
鄭
思
宵
と
な
ら
ぶ
亡
宋
の
忠
臣
、
抗
簡
遜
逃
の
人
、

と
い
っ
た
様
々
な
イ
メ

ー
ジ
を
輿
え
る
が
、
遺
民
詞

周
密

三

二
三
二、
PEE-

、
九
八
)
、

人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

一
般
的
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
彼
は
『
宵
東
野
語
』
(
以
下
、

『野
語
』)、『
英
辛
雑
識
』
(
以
下
、

『雑
議
』)、『
武
林
奮
事
』



『
志
雅
堂
雑
紗
』

描
か
れ
た
南
宋
史
の
様
々
な
断
面
は
『
宋
史
』
や
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
(
以
下
、

(以下、

『奮事』)、

『
浩
然
清
雅
談
』

(以下、

『
雅
談
』
)
、

(以下、

『
雑
紗
』
)
な
ど
の
著
作
を
残
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
に

『
要
録
』
〉
な
ど
の
編
纂
史
料
と
は
一
味
異
っ
た
南
宋
の
肢

況
を
俸
え
て
お
り
、
南
宋
史
を
理
解
す
る
好
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
向
、
小
稿
で
の
周
密
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
か
な
り
の
節

(
8
)
 

略
か
つ
一
意
需
に
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

周
密
に
つ
い
て
は
夏
承
煮
の
「
周
草
笛
年
譜
」

(
9
)
 

(
同
『
唐
宋
詞
人
年
譜
』
所
枚
、
以
下
「
年
譜
」
)
が
詳
し
く
、

諸
史
料
を
博
捜
し
て
い
る
の
だ

一
方
、
周
密
の
著
作
を
史
料
と
し
て
有
殺
に
利
用
し
て
い
る
論
文
も
多

が
、
あ
く
ま
で
も
詞
人
と
し
て
の
周
密
に
焦
貼
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

(

叩

)

く
、
周
密
の
著
作
の
重
要
性
が
諾
わ
れ
よ
う
。
本
節
で
は
ま
ず
周
密
の
家
系
、

つ
い
で
彼
の
停
、

そ
の
蔵
書
、
そ
し
て
記
録
精
神
と
い
っ
た
こ

と
の
概
略
を
、
小
稿
の
主
題
と
関
連
し
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(

孔

)

周
密
の
粗
先
は
済
南
の
歴
城
の
人
で
、
家
系
園
を
示
す
と
次
の
如
く
に
な
る
。

(
立
)
(
秘
)

芳

l
l孝
恭
|
1位
ー
ー
ー
秘
|
|
磁
|
|
晋「

|
百

一|
|
鋳

一

寸

下

|
女

章
良
能
|
|
一
章
氏
丁
|一

一

一
一

呉
氏

存
中
1
1
0
1
1
0
1
|
楊
伯
邑
|
|
楊
氏
一

一-
|
|
女

- 27ー

周
芳
か
ら
周
位
ま
で
の
三
代
は
北
宋
の
人
で
、
彼
等
の
事
績
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
芳
は
照
寧
年
聞
に
孝
廉
を
も

(

ロ

)

っ
て
徴
さ
れ
た
が
つ
か
ず
、
光
旅
少
卿
を
賜
っ
た
と
さ
れ
、
孝
恭
は
吏
部
郎
中
を
へ
て
知
同
州
と
な
り
、
殿
中
監
を
贈
ら
れ
、
位
は
大
中
大
夫

を
贈
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
周
秘

(
0
・1
二
四
七
?
)
は
高
宗
に
従
っ
て
南
渡
し
、
湖
州
の
識
観
音
寺
に
住
ん
だ
と
い
う
。
彼
に
つ
い
て
は
後
節

で
ふ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
紹
興
五
年
か
ら
七
年
ま
で
御
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
道
翠
批
判
の
論
陣
を
は
っ
た
こ
と
を
記
す
に
止
め
る
。
周
秘
に
つ
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い
て
は
淳
照
か
ら
開
轄
に
か
け
て
の
事
績
が
知
ら
れ
、
彼
の
代
に
湖
州
の
天
聖
寺
に
移
り
、
彼
は
刑
部
郎
中
(
『
宋
曾
要
輯
稿
』
、
以
下
『
舎
要
』、選
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怒
・
選
試
、
慶
一
冗
元
年
十
月
二
十
五
日
係
)
、

大
理
卿
(
問
、
選
試
、
慶
元
三
年
二
月
二
十
五
日
係
)
な
ど
を
へ
、

に
新
東
提
貼
刑
獄
使
と
な
っ
て
い
る
(
『
曾
稽
績
志
』
巻
二
〉
。
慶
元
年
聞
の
偽
皐
の
禁
の
時
代
に
あ
っ
て
法
官
系
の
役
職
を
歴
任
し
た
こ
と
に
な

湖
北
提
貼
刑
獄
使
の
後
、

慶
元
六
年

る
が
、
偽
撃
の
禁
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ
る
。

一
時
、
期
降
さ
れ
て
洞
緑
を
得
た
が
(
『
曾
要
』
、
職
官

・
駒
降
、
嘉
泰
元
年
正
月
十
七
日
係
)
、
そ
の

後
、
刑
部
侍
郎
を
へ
て
(
同
、
丘
ハ

・
捕
賊
、
嘉
泰
四
年
五
月
十
二
日
係
〉
、

開
躍
元
年
に
知
舎
稽
府
と
な
り
(
『
曾
稽
績
志
』
各
二
〉
、

(
日
)

得
〈
同
前
)
、

こ
の
後
、
二
十
年
近
く
門
を
閉
じ
、
毛
髪
す
ら
宮
府
に
到
ら
な
か
っ
た
い
わ
れ
る
。

翌
年
に
洞
様
を

周
密
の
父
の
菅
は
秘
・
泌
に
比
べ
る
と
顕
官
に
は
な
ら
ず
、
地
方
官
に
終
始
し
た
よ
う
で
あ
る
。
紹
定
四
年
に
富
春
令
と
な
り
、

慈
明
太
后
が
崩
じ
た
が
、
葬
儀
の
費
用
を
民
に
科
さ
ず
に
自
緋
し
た
た
め
に
周
併
子
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
周
家
が
か
な
り

の
資
産
家
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
年
、
任
地
で
周
密
が
生
ま
れ
る
。
周
密
は
以
後
、
父
の
任
に
と
も
な
っ
て
建
寧
府
・
街
州
府
な
ど
の

こ
の
折
、

各
地
を
ま
わ
る
。
賢
一
応
三
年
、
菅
は
都
江
(
汀
州
府
武
卒
豚
)
に
任
じ
た
が
、
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
景
定
四
年
、
宜
輿
で
公
田
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法
を
監
督
し
て
い
た
周
密
は
母
の
病
気
の
た
め
に
蹄
養
し
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
に
は
浸
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
向
、

後
述
の
如
く
、
音
は
良
田
を
頁
っ
て
ま
で
も
購
書
の
費
用
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
南
宋
の
各
時
代
に
代
々
官
僚
で
あ
っ
た
家
系
に
周
密
は
生
ま
れ
た
。

彼
は
二
十
歳
の
頃
、

太
皐
に
在
皐
し
た
と
推
測
さ
れ
る

そ
の
後
、
周
泌
の
蔭
で
建
康
府
都
銭
庫
に
調
さ
れ
、
つ
い
で
臨
安
府
の
和
剤
恵
民

薬
局
に
あ
っ
て
奉
躍
郎
粂
太
祝
に
充
て
ら
れ
た
と
い
う
。
景
定
二
年
、
三
十
歳
の
折
に
は
臨
安
府
の
帥
幕
で
あ
り
、
前
述
の
如
く
、
景
定
四
年

に
は
宜
興
で
公
団
を
監
督
し
た
の
だ
が
、
賀
似
道
の
意
に
杵
っ
て
浮
額
の
十
分
の
三
を
除
い
た
た
め
、
い
つ
叱
責
さ
れ
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
母

が
、
二
十
二
、
三
歳
の
頃
、
吏
部
鐙
の
第
十
三
人
で
あ
り
、

親
の
病
気
を
理
由
に
任
を
離
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
威
淳
元
年
の
頃
に
は
雨
新
時
運
司
の
麗
官
で
あ
り
、
吏
才
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
同
十
年
に

は
臨
安
の
盟
儲
倉
の
お
そ
ら
く
は
検
察
で
あ
っ
た
。
景
炎
元
年
の
頃
、
金
華
の
義
烏
令
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
年
、
臨
安
は
元
軍
の
支
配
下

と
な
り
、
湖
州
の
弁
陽
に
あ
っ
た
周
密
の
家
も
既
に
兵
火
を
被
り
、

そ
の
彪
大
な
臓
室
田
の
多
く
を
失
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
周
密
は
官
を
棄
て
て

い
る
。
翌
年
、
彼
は
杭
州
に
住
む
こ
と
に
な
る
、
か
、
妻
の
楊
氏
の
縁
で
楊
和
王
府
の
あ
っ
た
笑
辛
街
に
住
み
、

つ
い
で
至
元
十
九
年
、
杭
州
の



大
火
の
た
め
に
楊
家
の
別
荘
の
あ
っ
た
よ
り
西
側
の
西
湖
岸
に
近
い
と
こ
ろ
に
移
り
、
以
後
、
終
身
、
こ
の
地
に
住
み
、
市
井
に
あ
っ
て
著
作

(
M
)
 

の
執
筆
、
書
重
の
鑑
賞
、
詞
人
と
し
て
多
方
面
に
活
躍
し
た
の
で
あ
っ
た
。
波
年
は
『
保
母
志
』
の
政
文
よ
り
し
て
大
徳
二
年
と
い
え
よ
う
。

周
密
を
考
え
る
時
、
彼
の
親
戚
関
係
も
重
要
な
一
意
一
味
を
も
っ
。
ま
ず
彼
の
母
で
あ
る
章
氏
は
章
良
能

(
?
J
二
=
四
)
の
娘
で
あ
り
、
良
能

は
著
作
佐
郎
、
極
密
院
編
修
官
、
起
居
合
人
、
嘩
部
侍
郎
、
御
史
中
丞
な
ど
を
歴
任
し
、
後
に
参
知
政
事
に
な
っ
た
人
物
で
、
湖
州
に
寓
居
し

周
密
の
妻
は
楊
氏
で
あ
り
、
そ
の
父
の
楊
伯
邑

(
?
J
一一一五

て
い
た
。
後
述
の
如
く
、

良
能
の
目
録
が
周
家
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四
〉
は
知
衝
州
に
な
っ
た
人
物
で
、

周
密
十
五
歳
の
折
、
彼
は
簡
州
の
太
末
に
お
り
、

こ
の
時
の
知
州
が
伯
品
目
で
あ
っ
た
。
商
家
の
関
係
は
こ

楊
伯
ロ
田
は
楊
存
中
(
折
中
、

も
楊
氏
と
の
関
係
に
よ
っ
て
い
る
。
楊
存
中
は
後
に
和
王
に
追
封
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
南
宋
初
期
の
武
人
と
し
て
知
ら
れ
、
張
俊
の
腹
心

で
あ
り
ハ
『宋
史
』
巻
三
六
九
、
張
俊
停
)
、
秦
檎
・
張
俊
と
と
も
に
劉
金
和
親
涯
の
一
人
で
あ
っ
た
。

の
よ
う
な
縁
に
も
よ
っ
て
い
る
。

二
O
二
t
六
六
)
の
曾
孫
に
あ
た
り
、

周
密
が
兵
火
の
後
に
杭
州
に
住
ん
だ
の

書
が
あ
り
、
特
に
父
の
菅
は
良
田
を
買
っ
て
ま
で
も
購
書
の
費
用
と
し
、

そ
の
結
果
、
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周
密
の
家
に
多
く
の
蔵
書
が
あ
っ
た
こ
と
は
『
野
語
』
巻
一
二
の
「
書
籍
之
厄
」
に
詳
し
く
、
こ
れ
に
よ
る
と
周
秘
以
来
三
代
に
わ
た
る
蕗

四
蔦
二
千
齢
巻
の
書
籍
と
三
代
以
来
の
金
石
の
拓
本
千

五
百
除
種
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
蓄
種

・
志
雅
の
二
堂
に
置
き
、
菅
は
校
讐
の
日
々
を
す
ご
し
て
利
殖
に
は
眼
を
む
け
な
か
司
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
し
か
し
、
周
密
は
若
い
時
よ
り
多
く
の
難
儀
に
あ
っ
て
そ
れ
ら
善
蓄
を
悉
く
失
っ
て
し
ま
い
、
来
し
方
を
考
え
る
と
斯
文
の
た
め
に
感
慨

(
日
)

を
催
し
、
流
揃押
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
こ
の
誤
り
を
記
し
て
子
孫
に
示
す
の
だ
、
と
い
う
。
お
そ
ら
く
識
書
の
多
く
を
失
っ
た
の
は
前
述
の
如

(

日

〉

く
景
炎
元
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
野
語
』
の
自
序
に
よ
る
と
、
周
秘
・
秘
そ
し
て
一
章
良
能
は
史
寅
を
知
る
立
場
に
あ
り
、
朝
野
の
故
貫

(
口
)

や
見
聞
が
歳
ご
と
に
日
紀
に
編
纂
さ
れ
て
い
て
信
ず
べ
き
こ
と
、
周
菅
は
群
書
を
博
く
極
め
て
蓋
閣
の
奮
事
に
通
じ
て
お
り
、
客
と
謝
す
る
ご

と
に
一
音
吐
朗
々
と
説
明
し
、
故
家
の
文
献
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
い
う
。
次
に
、
あ
る
事
件
が
世
俗
の
説
明
と
異
り
、
ま
た
園
史
の
論
も
異
つ

て
い
る
の
で
、
周
密
が
後
に
父
に
質
問
す
る
と
、

父
は
秘

・
泌
の
手
津
し
た
数
十
の
大
峡
を
示
し
、

そ
の
事
は
こ
う
で
あ
る
、

と
答
え
、

ま
た
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一
軍
良
能
の
目
録
や
諸
老
の
雑
書
を
示
し
、
御
先
租
様
の
記
録
し
た
こ
と
と
同
じ
だ
、
世
俗
の
説
明
が
異
っ
て
い
る
の
は
誤
り
で
、
園
史
の
論
が
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異
っ
て
い
る
の
も
私
意
で
あ
る
、

と
言
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
愛
惜
も
ひ
と
た
び
衰
え
れ
ば
論
議
は
お
の
ず
か
ら
公
卒
な
も
の
と
な
り
、
園
史

は
何
回
も
書
き
な
お
さ
れ
、
是
か
非
か
も
か
わ
っ

て
し
ま
う
が
、
我
家
の
家
乗
は
訂
正
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
な
さ
い
、
と
言
わ
れ

た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
書
籍
は
散
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
年
老
い
て
ま
す
ま
す
悔
ま
れ
、
多
く
の
事
件
の
な
か
の
い
く
つ
か
を
思

い
出
し
、
史
俸
や
諸
書
と
比
較
し
、
近
聞
の
諸
説
を
も
勘
案
し
て
事
質
の
記
述
に
務
め
て
『
野
語
』
に
ま
と
め
た
の
だ
、
と
い
う
。

以
上
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
周
密
の
家
に
は
周
家
の
み
な
ら
ず
章
良
能
の
記
録
ま
で
あ
り
、
南
宋
の
各
時
代
に
つ
い
て
の
史
料
の
蓄
積
を
踏

ま
え
て
家
屋

4

と
し
て
の
史
質
を
停
え
、

周
菅
が
周
密
に
示
し
た
よ
う
に
、
園
史
や
世
俗
の
論
と
は
異
る
解
轄
を
す
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
周
密
は
自
己
の
著
作
が
園
史
や
世
俗
の
論
と
異
る
こ
と
を
自
賛
し
て
お
り
、
家
皐
に
よ
っ
て
史
買
を
『
野
語
』
や

『雑
識
』
に
記
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
戴
書
の
多
く
を
失
い
、

亡
宋
の
悲
哀
を
経
験
し
た
周
密
に
と
っ
て
、
市
井
の
人
と
な
っ
て
か

ら
は
故
園
の
遺
老
と
い
う
立
場
に
あ
り
、

嘗
て
の
日
々
を
追
憶
し
、
そ
れ
ら
を
著
述
し
た
の
は
嘗
然
の
管
爵
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
周
密
は

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
も
幅
康
く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
雑
載
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
ら
は
家
皐
を
ふ
ま
え
た
周
密
の
旺
盛
な
記
録
精
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鐙
系
的
に
南
宋
の
時
代
を
記
述
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
は
書
名
通
り
に
野
語
で
あ
り
、
雑
識
で
あ
り
、
雅
談
で
あ
り
、
奮
事

神
と
亡
宋
へ
の
迫
憶
の
産
物
と
稿
し
え
よ
う
。

(

国

)

こ
れ
ら
著
作
を
み
て
ゆ
く
と
、
明
ら
か
に
周
密
の
文
章
で
は
な
く
秘
や
音
の
文
章
と
推
測
し
う
る
も
の
、
あ
る
い
は
菅
が
章
良
能
か
ら
聞
い

(

国

)

(

却

)

(

幻

〉

(

幻

〉

(

幻

〉

た
も
の
、
周
家
に
停
わ
る
史
料
に
よ
る
も
の
、
周
密
が
直
接
聞
い
た
も
の
、
周
密
が
調
べ
た
も
の
、
他
の
書
物
か
ら
引
用
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

彼
は
詞
作
と
書
霊
古
器
物
の
鑑
賞
と
と
も
に
、
諸
公
と
の
交
り
か
ら
見
聞
を
贋
め
、
失
っ
た
書
物
を
買
い
整
え
、
あ
る
い
は
諸
家
の
臓
書
を
借

(

但

)

り
て
、
自
ら
の
記
憶
と
残
っ
た
蔵
書
を
も
と
に
著
述
に
酌
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
周
密
の
著
作
に
は
、
嘗
然
の
こ
と

(

お

〉

(

お

)

な
が
ら
宋
元
雨
朝
に
仕
え
た
い
わ
ば
武
臣
へ
の
批
判
の
言
僻
、
亡
宋
の
折
の
忠
臣
へ
の
讃
辞
が
み
ら
れ
る
し
、
史
書
の
闘
を
補
う
記
述
が
あ
っ

(

幻

)

(

お

)

た
り
、
今
日
か
ら
す
れ
ば
猫
自
の
史
料
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
故
都
臨
安
へ
の
追
憶
は
『
奮
事
』
に
結
質
し
た
の
で
あ
る
し
、
先
述

(
m
U
)
 

の
『
野
一
語
』
自
序
に
も
あ
る
よ
う
に
、
従
来
の
園
史
と
の
記
述
の
違
い
が
で
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
。
小
稿
の
課
題
と
す
る
這
拳
に
つ
い
て
の



批
剣
的
な
記
述
も

一
般
の
記
述
と
は
様
相
を
異
に
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
周
密
な
り
に
用
意
一
の
あ
っ
て
の
こ
と
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

(
m山
〉

周
密
が
残
し
た
遁
皐
に
閲
す
る
批
判
的
な
記
述
の
い
く
つ
か
は
南
宋
の
道
皐
を
論
じ
た
論
文
で
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

記
述
は
朱
子
皐
が
官
皐
に
な
る
と
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
問
題
と
さ
れ
、
周
密
へ
の
評
債
も
巌
し
い
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
よ
う。

(

況

)

〈

M
M
)

『
野
一
語
』
は
元
代
に
出
版
さ
れ
た
後
、
明
代
に
胡
文
壁
が
再
び
出
版
す
る
の
だ
が
、
正
徳
十
年
(
一
五

一
五
)
の
胡
文
壁
の
『
野
語
』
の
後
序

に
は
、
客
が
『
野
諮
問
』
を
み
て
、
こ
の
書
の
内
容
は
論
も
明
ら
か
で
博
識
で
あ
り
甚
だ
良
い
の
だ
が
、
荷
離

・
富
卒
な
ど
の
役
の
記
述
で
は
張

拭
の
父
で
あ
る
張
凌
に
詳
し
く
及
ん
で
い
る
し
、
唐
仲
友
と
陳
亮
の
仲
違
い
や
胡
寅
の
生
母
へ
の
服
喪
の
こ
と
は
朱
烹
と
胡
寅
に
と
っ
て
嫌
忌

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
必
ず
し
も
刻
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
出
版
の
折
に
は
削
去
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
、

と
言

っ
た
の
で
私
は
惚
然
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と
し
て
し
ま
っ
た
、

と
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
諸
問
題
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
朱
子
撃
が
既
に
官
皐
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た

明
代
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
隠
蔽
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り

『
野
語
』
は
朱
子
皐
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
危
険
な
書
物
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。

既
越
の
如
く

『
皐
案
』
巻
九
七
で
は
「
晩
宋
話
晋
諸
儒
者
」

と
し
て
周
密

一
名
の
み
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
室
田
の
周
密
へ
の
王
梓
材

の
案
語
で
は
、

『
野
一語
』
巻

一一

の

「道
聞
学
」
の
内
容
は
そ
の
前
牢
と
後
牢
と
で
は
評
債
の
仕
方
が
矛
盾
し
て
い
る
と
し
、

ま
た
『
雑
識
』

綴

集
上
の
「
羅
椅
」
な
ど
や
『
雅
談
』
巻
上
の
記
述
を
あ
げ
て
、

や
は
り
「
道
皐
」
の
前
半
と
は
矛
盾
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

「
道
皐
」
の
前

中
↑
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
伊
洛
の
皐
が
世
に
行
な
わ
れ
て
乾
道

・
淳
照
年
聞
に
盛
ん
と
な
っ
た
が
、
先
賢
の
旨
一意
を
よ
く
護
明
し
、
但
源
に
遡

り
、
論
著
講
解
が
卓
然
と
し
て
一

家
た
る
者
は
張
拭

・
口
白
租
謙

・
朱
烹
の
み
で
、
な
か
で
も
朱
烹
が
最
も
勝
れ
て
お
り
、

全
て
を
義
理
で
説
明
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し
え
た
。

孔
孟
の
道
は
伊
洛
を
へ
て
こ
れ
ら
諸
公
に
至
つ
て
は
じ
め
て
除
す
と
こ
ろ
な
く
、

こ
の
よ
う
な
人
々
を
こ
そ
道
皐
と
い
う
の
で
あ
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る
。
こ
の
外
、
張
九
成
と
陸
九
淵
は
併
教
に
関
係
し
て
異
端
に
流
れ
、
永
嘉
の
諸
公
は
詞
章
議
論
に
す
ぐ
れ
て
い
て
同
日
に
語
る
べ
き
で
は
な

ぃ
、
と
。
王
梓
材
は
以
上
の
説
明
は
卒
允
な
論
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

「
道
内
四
千
」
の
後
牢
で
は
、
洩
晒
な
人
々
が
お
り
、
自
ら
は
進
取
の
地
の

な
い
こ
と
を
知
っ
て
道
祭
の
名
に
附
し
、
褒
衣
博
幣
、
危
坐
閤
歩
し
、
語
録
を
抄
節
し
て
高
談
の
責
と
し
た
り
、
閉
眉
合
眼
し
て
歎
識
と
挽
し

た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
翠
ぶ
と
こ
ろ
を
問
い
詰
め
る
と
古
今
に
聞
知
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
、

そ
の
行
い
を
調
べ
れ
ば
義
理
に
お
い
て
分

別
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
は
聖
門
の
大
罪
人
で
吾
が
道
の
不
幸
で
あ
り
、
小
人
に
偽
皐
と
い
う
名
目
の

ロ
買
を
興
え
、
君
子
は
玉
石
倶
焚

の
繭
い
を
受
け
て
し
ま
う
、

と
し
て
周
密
は
浅
阻
な
道
同
学
者
ら
を
批
剣
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
王
梓
材
は
謡
音
の
語
で
あ
っ
て
、

「
道
皐
」
の
前
半
と
矛
盾
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
如
く
、
確
か
に
周
密
の
他
の
道
皐
批
判
の
記
述
は
「
遁
皐
」
の
後
半
に
相
嘗
す
る
も
の
が
多
く
、

王
梓
材
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
矛

盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
周
密
の
眼
か
ら
す
れ
ば
南
宋
の
道
皐
者
は
朱
蒸
ら
を
除
け
ば
甚
だ
浅
晒
な
存
在
に
見
え
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

(
お
〉

よ
う
な
周
密
の
道
皐
へ
の
批
剣
的
な
記
述
は
そ
の
後
も
問
題
と
さ
れ
、
陸
心
源
(
一
八
三
四
J
九
四
)
は

『
儀
顧
堂
績
駿
』
巻

一一

の
「
書
笑
辛

(
M
A
)
 

雑
識
後
」
に
お
い
て
、
周
秘
が
道
同学
批
判
に
加
指
し
た
こ
と
を
記
し
た
う
え
で
、
周
密
が
道
息
?
を
話
晋
し
た
の
は
家
息
子
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
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こ
の
黙
に
つ
い
て
は
次
節
で
記
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
陸
心
源
は
、
怪
し
む
べ
き
こ
と
に
道
皐
の
諸
公
に
遅
れ
る
こ
と
千
年
近
く
し
て
、
紀
向

(

お

)

(

お

〉

(
一
七
二
四
J
一八
O
五
)
が
周
密
の
唾
齢
を
拾
っ
て
道
率
批
判
の
口
買
と
し
た
の
は
何
故
か
。
周
密
は
買
似
道
の
客
で
、
紀
悶
は
和
坤
〈
0
・1

一
七
九
九
〉
に
依
刑
し
た
の
だ
か
ら
似
た
者
同
志
な
の
だ
ろ
う
、

と
し
て
い
る
。

周
密
と
買
似
道
を
、

そ
し
て
紀
同
と
和
坤
を
結
び
つ
け
て
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

幻

〉

近
人
の
陳
東
原
は
『
園
史
奮
聞
』
第
頁
分
加
の
第
四
三
八
僚
「
周
密
論
道
皐
」
に
お
い
て
、
『
雑
識
』
績
集
下
の
「
道
拳
」
や
前
記
『
野
語
』

の
「
遁
皐
」
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
周
密
の
道
拳
批
剣
の
文
章
を
示
し
た
う
え
で
、

責
宗
義
(
一
六

一
o
l九
五
)
と
顔
元
(
一
六
一一一五

ー
一
七
O
囚
)
の
道
拳
批
剣
の
文
章
を
あ
げ
、

道
鼠
平
の
批
判
は
宋
末
に
一
時
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
道
開
戸
干
の
繭
は
後
世
に
も
及
ん
で

い
る
、
と
し
て
い
る
。



右
の
如
く
、
周
密
の
道
皐
批
判
は
道
拳
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

ま
し
て
や
官
皐
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
隠
蔽
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
あ
る
い

は
反
批
判
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
陸
心
源
や
陳
東
原
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

後
世
に
も
道
皐
批
判
の
動
き
が
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
朱
子
皐
が
官
拳
と
な
っ
て
以
後
、
道
拳
批
判
は
封
ぜ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
し
、
官
皐
に
な
っ
て
以
後
の
道
撃
研
究
の
多
く
は
あ

く
ま
で
も
道
拳
の
側
に
立
つ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
『
宋
史
』
を
は
じ
め
と
し
て
道
撃
に
好
一
意
的
に
編
纂
さ
れ
た
史
書

が
多
い
な
か
で
、
周
密
の
残
し
た
道
拳
批
判
の
記
述
は
、
そ
の
評
債
は
と
も
あ
れ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
注
目
に
値
す
る

の
で
あ
る
。
次
簡
で
は
周
秘
の
こ
と
、
な
ら
び
に
南
宋
初
期
に
つ
い
て
の
周
密
の
評
債
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

四

周
秘
は
高
宗
に
従
っ
て
南
渡
し
た
後
、
明
州
象
山
鯨
令
(
『
曾
要
』
兵
・
捕
賊
下
、
建
炎
四
年
四
月
=
百
傑
〉
、
知
衝
州
(
康
照
『
衝
州
志
』
各
一
二
)

を
へ
て
中
央
に
も
ど
り
、
紹
興
五
年
か
ら
七
年
ま
で
御
史
の
職
に
あ
り
、
御
史
中
丞
に
到
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
知
秀
州
(
『
要
録
』
巻

二
五
、

紹
興
七
年
十
月
辛
丑
傑
〉
、
知
紹
興
府
(
『
曾
要
』
職
官
・
制
置
使
、
紹
興
九
年
正
月
十
=
百
僚
)
を
へ
て
、
紹
興
十
年
に
洞
旅
を
奉
じ
(
嘉
泰
『
曾
稽
志
』

(
叩
品
)

巻
二
)
、
同
十
七
年
頃
に
徽
猷
閣
直
率
土
提
奉
江
州
太
卒
輿
園
宮
を
も
っ
て
渡
し
て
い
る
。
周
秘
に
文
集
な
ど
は
な
く
、
彼
の
思
想
的
背
景
な

ど
は
未
詳
で
あ
る
が
、
御
史
の
職
分
と
し
て
様
々
な
護
言
を
し
て
お
り
、
小
稿
で
問
題
と
な
る
の
は
道
翠
批
判
と
張
凌
へ
の
批
判
で
あ
る。
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紹
興
六
年
、
左
司
諌
の
陳
公
輔
は
程
氏
の
皐
を
扉
絶
す
る
こ
と
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、

士
大
夫
の
皐
は
孔
孟
を
師
と
し
、
言
行
が
あ
い
稽
い
、

崇
寧
以
来
禁
止
さ
れ
、

靖
康
に
復
活
し
、
南
渡
以

時
用
に
役
立
つ
よ
う
に
と
い
う
詔
が
下
り
(
『
要
録
』
巻
一

O
七
、
紹
興
六
年
十
二
月
己
未
傑
)
、

来
、
活
濯
に
な
っ

た
程
皐
は
再
び
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
翌
年
正
月
、
こ
の
旨
を
寅
次
山
が
鍍
版
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

董
穿
が
こ
れ
を
止
め
た
た
め
、
御
史
蓋
は
こ
の
行
痛
を
詔
令
を
温
格
す
る
も
の
と
し
、
周
秘
は
董
穿
を
弾
劾
し
、
董
穿
は
知
衝
州
に
な
っ
た
の

で
あ
っ
た
〈
同
前
径
一

O
八
、
紹
興
七
年
正
月
辛
未
篠
〉
。
程
皐
の
禁
止
を
建
康
で
聞
い
た
目
枇
が
道
皐
者
の
李
慮
廉
を
批
判
し
、

ま
た
石
公
設
も
李
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慮
廉
の
罪
を
言
う
な
ど
(
同
前
各
一

O
八
、
正
月
乙
酉
傑
〉
、
こ
の
時
期
、
道
皐
批
判
が
績
く
。

一
方
、
胡
安
園
が
郁
薙
・
張
載
・
二
程
を
孔
子
廟
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に
従
杷
せ
よ
と
乞
う
た
と
こ
ろ
(
同
前
、
正
月
笑
酉
係
。

『
道
命
録
』
巻
三
、

「
胡
文
定
公
乞
封
爵
部
張
二
程
先
生
列
於
従
犯
」
〉
、
陳
公
輔
・
周
秘
・
石

公
授
は
胡
安
園
を
弾
劾
し
、
胡
安
園
は
提
事
太
卒
翻
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
(
『
宋
史
』
巻
四
三
五
、
胡
安
闘
停
)
。

と
こ
ろ
で
紹
興
七
年
は
、

正
月
に
秦
槍
が
植
密
使
と
な
り
、

張
淡
か
ら
秦
檎
へ

と
権
力
が
移
っ
て
ゆ
く
時
期
で
も
あ
?
た
。

こ
の
よ
う
な

折
、
周
秘
は
張
凌
批
剣
の
立
場
に
あ
り
、
八
月
に
は
張
凌
は
無
能
で
あ
る
と
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
(
『
要
録
』
省

一
一
一
二
、
八
月
乙
卯
傑
)
、
九

月
に
は
張
波
批
剣
の
二
十
事
を
言
い
(
同
前
巻
二
四
、
九
月
乙
丑
僚
)
、
こ
の
た
め
張
設
の
兄
の
張
混
は
洞
旅
を
得
る
こ
と
に
な
り
(
同
前
各
二

四
、
九
月
了
卯
燦
)
、
張
凌
も
提
奉
江
州
太
卒
翻
に
な
っ
て
し
ま
う
(
同
前
各

二
四
、
九
月
壬
申
篠
〉
。
こ
の
よ
う
な
張
凌
批
剣
に
封
し
て
超
鼎
の

反
批
判
も
お
こ
な
わ
れ
た
が
(
同
前
省
二
四
、
九
月
壬
申
候
〉
、
周
秘
は
張
凌
批
剣
を
績
け
(
同
前
巻
二
四
、
九
月
甲
戊
僚
)
、
十
月
に
な
っ
て
も

そ
の
批
判
は
績
い
た
(
同
前
巻

二
五
、
十
月
壬
辰
・
戊
成
俊
〉
。
結
局
、
張
凌
は
嶺
表
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
越
鼎
が
張
凌
の
母
親

そ
し
て
こ
の
十
月
、

周
秘
は

が
老
い
て
い
る
こ
と
を
言
っ
た
結
果
、
張
設
は
永
州
居
住
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
同
前
巻
二
五
、

十
月
戊
戊
篠
)
。
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自
ら
外
任
を
乞
う
て
知
秀
州
と
な
り
、
中
央
を
離
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
(
同
前
巻

二
五
、
十
月
辛
丑
僚
)
。

右
の
如
く
、
御
史
で
あ
っ
た
周
秘
は
紹
興
六
・
七
年
に
あ
っ
て
、
首
時
の
政
界
の
二
つ
の
流
れ
、
つ
ま
り
道
拳
の
復
興
を
否
定
す
る
流
れ
、

そ
し
て
張
波
か
ら
秦
檎
〈
と
権
力
が
移
る
流
れ
の
雨
者
に
関
係
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
は
劉
金
政
策
と
い
う
覗
貼
か
ら
し
て
み

れ
ば
表
裏
す
る
動
き
で
あ
り
、
和
親
振
の
秦
檎
と
主
戦
涯
の
張
凌
お
よ
び
主
戦
涯
に
興
す
る
道
事
者
の
封
立
と
い
う
園
式
に
な
り
、
周
秘
は
和

親
涯
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
周
密
は
こ
の
よ
う
な
曾
祖
父
秘
の
行
動
に
つ
い
て
は
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
し
、
既
述
の
如
く
妻
の

楊
氏
の
高
租
に
あ
た
る
楊
存
中
は
秦
槍
に
興
し
た
張
俊
の
腹
心
で
あ
り
、
周
密
は
楊
和
王
府
の
あ
っ
た
笑
辛
街
に
住
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
で
は

周
密
は
南
宋
初
期
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の
か
次
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
野
語
』
巻
三
の
「
訣
韓
本
末
」
は
韓
佑
由
同
が
諒
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
周
密
の
韓
傍
胃
評
債
を
一
示
す
文
章
で
あ
る
が
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。
紹
興
の
時
代
、

秦
槍
は
和
を
唱
え
て
王
倫
を
出
使
し
た
と
こ
ろ
、
胡
詮
が
抗
疏
し
て
秦
檎
を
斬
っ
て
天
下
に
謝
る
こ
と
を

(

却

)

請
い
、
時
人
は
み
な
胡
鐙
を
讃
え
た
。

一
方
、
開
轄
の
時
代
に
は
韓
佑
胃
は
戦
を
唱
え
、

王
倫
の
子
の
棉
が
出
使
し
、

結
局
、
韓
佑
胃
の
首
を



迭
っ
て
和
を
請
う
た
。
こ
れ
で
は
和
を
唱
え
る
者
は
斬
る
べ
き
で
、
戦
を
唱
え
る
者
も
死
を
兎
れ
な
い
。

っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
、
と
あ
る
。
周
密
は
紹
興
と
開
躍
で
の
針
金
政
策
の
一
貫
性
の
な
さ
を
指
摘
す
る
わ
け
で
あ
る
。
周
密
の
考
え

一
方
は
是
で
一
方
は
非
で
あ
り
、

L、

で
は
、
高
宗
は
嘗
時
の
南
宋
の
領
域
の
地
勢
・
財
力
・
人
物
を
察
知
し
て
金
と
争
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
休
養
し
て
戦
備
の
整
っ
た
と
こ
ろ

で
劃
金
戦
争
を
す
べ
く
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
秦
槍
は
吉
岡
宗
の
一
意
を
推
察
し
て
和
親
を
主
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

一
時
の
功
名
の
土
が
和
親

涯
に
罪
を
信
仰
し
た
の
だ
、

と
す
る
。
こ
の
一
時
の
功
名
の
士
と
は
主
戦
波
な
ら
び
に
道
皐
者
を
さ
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
い
で
周
密

は
、
韓
佑
胃
は
高
宗
や
秦
槍
の
考
え
を
熟
知
し
て
い
た
ゆ
え
、
金
が
弱
瞳
で
あ
る
の
を
知
り
、
華
北
を
回
復
し
て
功
名
を
た
て
よ
う
と
し
た
の

だ
が
、
時
代
は
か
わ
っ
て
人
情
は
卒
和
に
慣
れ
き
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
一
日
一
、
騒
動
が
お
き
る
と
怨
墜
の
撃
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
寧

宗
は
守
成
の
君
で
回
復
の
意
志
は
な
く
、
情
に
ま
か
せ
て
妄
り
に
動
き
韓
佑
胃
を
殺
し
て
し
ま
?
た
の
は
尤
も
な
こ
と
だ
。
韓
傍
由
円
の
死
後
、

全
て
の
悪
は
彼
に
聞
し
た
が
、
こ
の
聞
の
是
非
に
つ
い
て
は
議
論
し
壷
さ
れ
て
は
い
な
い
、
と
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。
周
密
は
ま
た
『
野
語
』

巻
一
二
の
「
淳
紹
歳
幣
」
で
は
、
間
違
の
費
用
も
莫
大
だ
が
、
和
戎
の
費
用
も
ま
た
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
、
と
記
し
、
和
戦
ど
ち
ら
に
し
て

も
大
援
な
経
済
的
負
捨
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

- 35ー

右
の
よ
う
に
劉
金
関
係
を
見
て
い
た
周
密
に
し
て
み
れ
ば
、
南
宋
初
期
の
主
戦
汲
へ
の
評
債
が
巌
し
く
な
る
の
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。
彼

は
張
拭
の
父
の
張
凌
に
閲
し
て

『
野
語
』
巻
二
の
「
張
競
公
三
戦
本
末
略
」
で
「
富
卒
之
戦
」
「
准
西
之
襲
」
「
符
離
之
師
」
の
三
者
を
詳
述

し
て
い
る
。
紹
興
七
年
の
准
西
の
援
に
関
連
し
て
張
凌
が
提
拳
太
卒
観
に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
も
の
の
、
周
秘
が
張
波
批
判
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
に
は
言
及
し
て
い
ず
、
こ
の
「
張
貌
公
三
戦
本
末
略
」
に
は
周
密
の
評
債
の
文
章
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
筆
記
を
引
用
し
て
お
り
、
周
密
の

(
必
)

評
債
の
代
離
を
さ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
『
何
氏
備
史
』
と
『
澗
上
聞
談
』
か
ら
の
引
用
を
み
て
み
よ
う
。

『
何
氏
備
史
』
に
は
、
張
凌
と
そ
の
子
の
張
拭
は
道
撃
の
宗
主
で
あ
り
、
凌
が
臨
安
に
い
る
時
は
配
下
を
門
人
で
固
め
て
君
子
と
詑
り
、
そ

の
非
を
指
摘
す
る
者
が
い
る
と
小
人
と
目
し
た
、
と
あ
る
。
ま
た
同
書
は
隆
輿
-
初
年
の
符
離
の
師
に
つ
い
て
、
貫
録
や
時
政
記
が
全
く
こ
れ
に

ふ
れ
て
い
ず
、
公
論
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
し
た
う
え
で
、
張
設
が
死
な
な
け
れ
ば
金
と
の
和
議
は
成
ら
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
踊
は
ま

259 
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こ
と
に
ひ
ど
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、

と
す
る
。
こ
れ
は
張
凌
へ
の
批
判
で
あ
り
、

か
つ
張
拭
へ
の
批
判
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
主
戦
涯
な
ら
び
に

『
澗
上
聞
談
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

近
世
の
修
史
は
寅

道
皐
涯
へ
の
批
判
で
あ
り
、

周
密
の
考
え
も
同
様
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

鋒
・
時
政
記
な
ど
に
基
づ
き
、
か
つ
諸
家
の
俸
記
や
野
史

・
墓
誌
銘
・
行
朕
の
類
を
参
考
と
し
て
い
る
。
野
史
に
は
私
情
が
交
っ
て
い
て
固
よ

り
壷
く
は
信
じ
難
い
が
、
墓
誌
銘
や
行
吠
は
全
く
子
孫
や
門
人
の
血
管
め
言
葉
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
童
く
は
信
ず
べ
き
で
は
な
い
。
だ
か

ら
後
者
の
虚
言
よ
り
も
野
史
や
俸
記
の
信
ず
べ
き
も
の
の
ほ
う
が
良
い
、
と
。
こ
れ
は
周
密
の
『
野
語
』
や
『
雑
識
』
が
墓
誌
銘
や
行
吠
よ
り

も
信
が
お
け
る
と
い
う
の
に
も
等
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
や
周
家
に
は
濁
自
の
記
録
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
は
自
ら
の
著
作
に
な
み
な

み
な
ら
ぬ
自
信
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

周
秘
が
胡
安
園
を
弾
劾
し
た
こ
と
は
既
に
記
し
た
が
、
周
密
は
『
野
一
語
』
巻
六
の
「
胡
明
仲
本
末
」
で
、
胡
安
園
の
子
の
胡
寅
を
名
儒
と
は

す
る
も
の
の
、
胡
文
壁
の
『
野
語
』
後
序
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
胡
寅
は
貴
額
の
人
物
に
な
る
と
、
そ
の
生
母
の
喪
に
服
さ
な
か
司

(

必

)

た
た
め
章
夏
に
弾
劾
さ
れ
、
秦
檎
に
も
悪
ま
れ
て
新
州
に
請
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
胡
文
壁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
買
は
道
皐
側
に
す
れ

ば
嫌
思
で
あ
っ
た
が
、

周
密
は
庶
子
と
し
て
お
り
、
周
密
に
は
含
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
南
宋
-
初
期
の
問
題
を
み
て
き
た
が
、
次
簡
で
は
朱
莱
の
唐
仲
友
弾
劾
事
件
以
後
の
問
題
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

周
密
は
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
一
般
に
は
胡
寅
は
安
園
の
弟
の
子
と
さ
れ
る
が
令
宋
史
』
巻
四
三
五
、
胡
寅
博
)
、
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五

そ
の
後
、
道
皐
は
再
び
活
濯
に
な
り
、
慶
元
偽
鼠
干
の
禁
に
到
っ
て
再
び
弾
座
さ
れ
る
こ
と

(

必

)

に
な
る
。
こ
の
偽
聞
学
の
禁
の
前
哨
戦
と
で
も
い
う
べ
き
事
件
が
淳
照
九
年
の
朱
烹
に
よ
る
唐
仲
友
の
弾
劾
事
件
で
あ
っ
た
。
周
密
は
『
野
一
訪
問
』

紹
興
二
十
六
年
、
専
門
の
皐
の
禁
が
解
け
る
と
、

巻

一
七
の
「
朱
唐
交
奏
本
末
」
で
、
宰
相
の
王
准
が
こ
の
事
件
は
秀
才
が
聞
気
を
争
っ
た
だ
け
の
こ
と
だ
、
と
上
奏
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、

い
で
、
朱
烹
の
門
人
達
の
年
譜
や
道
統
録
で
は
王
准
が
唐
仲
友
に
興
し
た
と
し
て
排
斥
す
る
の
は
公
論
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の ペコ



事
件
の
護
端
と
な
っ
た
天
台
の
営
妓
巌
楽
に
つ
い
て
は
『
野
語
』
巻
二

O
の
「
台
妓
巌
薬
」
で
述
べ
て
お
り
、
朱
烹
の
執
劫
な
取
調
べ
に
も
巌

薬
は
挫
け
ず
に
唐
仲
友
を
底
っ
た
こ
と
な
ど
を
侍
え
て
い
る
。
周
密
は
こ
の
記
述
を
天
台
の
蓄
家
で
調
べ
た
こ
と
に
よ
る
と
記
し
て
い
る
ゆ

ぇ
、
彼
が
こ
の
事
件
に
か
な
り
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
周
密
は
唐
仲
友
の
側
に
好
一
意
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

慶
元
偽
皐
の
禁
に
到
る
過
程
に
つ
い
て
は
『
野
語
』
巻
三
の

「
紹
照
内
騨
」

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寧
宗
擁
立
の
功
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
傍
胃
は
一
階
級
昇
進
し
て
観
察
使
福
密
都
承
旨
に
進
ん
だ
に
す
ぎ
ず
、
た
め
に
宰
相
の
越
汝
愚
を
恨
み
、
汝
愚
を
追
い

出
す
謀
り
ご
と
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
汝
愚
も
針
抗
し
て
朱
烹
を
長
沙
か
ら
召
し
て
待
制
と
し
て
経
鐘
に
侍
ら
し
め
、
李
鮮
・
楊
簡
・
口
口
組
倹
ら

も
召
し
て
自
ら
祉
と
し
た
。
し
か
し
、
宮
中
で
の
議
論
で
は
寧
宗
擁
立
の
功
績
は
韓
佑
胃
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
佑
胃
は
宮
中
に
出
入
り
し

て
、
宮
中
に
あ
っ
て
は
権
力
を
握
り
、
伶
人
に
朱
蒸
ら
の
木
像
を
作
ら
せ
、
冠
や
袖
を
着
飾
っ
て
性
理
を
講
読
さ
せ
る
と
い
う
戯
れ
を
す
る
有

様
で
あ
っ
た
、
と
周
密
は
記
す
。
そ
の
後
、
雨
者
の
封
立
は
強
ま
っ
て
偽
撃
の
禁
に
到
り
、
韓
佑
由
同
は
十
年
の
幕
政
を
し
て
封
金
戦
争
を
は
じ

め
、
身
を
頭
い
闘
も
危
機
に
瀕
し
て
し
ま
ア
た
。
佑
宵
は
固
よ
り
責
め
る
に
足
り
な
い
が
、
嘗
時
の
諸
君
子
は
佑
胃
を
制
駅
す
る
の
に
道
を
失

っ
て
し
ま
い
、
こ
の
よ
う
な
獣
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
、

(
日
目
)

韓
本
末
」
に
-
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
前
述
の
如
く
、
佑
由
円
の
末
路
を
『
野
一
語
』
巻
三
の
「
設
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と
こ
ろ
で
「
訣
韓
本
末
」
や
『
野
語
』
巷
一
一
の
「
道
陣子
」、

そ
し
て
同
じ
く
巻
一
一
の
「
郵
友
龍
間
違
」
に
よ
る
と
、

(
M
H
〉

は
嘉
泰
四
年
九
月
に
郵
友
龍
が
金
へ
賀
正
旦
使
と
し
て
涯
遣
さ
れ
た
折
、
金
が
モ
ン
ゴ
ル
に
脅
か
さ
れ
て
疲
弊
し
た
猷
態
で
あ
る
こ
と
を
知

(

必

〉

り
、
こ
れ
を
奇
貨
と
し
て
韓
佑
胃
に
告
げ
、
用
丘
ハを
そ
そ
の
か
し
た
か
ら
で
、
用
丘
(
の
護
端
は
郵
友
龍
に
あ
る
と
す
る
。
周
密
に
よ
る
と
郵
友

(

日

明

)

龍
は
張
拭
に
皐
ん
だ
人
物
で
あ
る
が
、
道
皐
が
偽
同
学
と
さ
れ
る
と
こ
の
こ
と
を
隠
し
て
昇
進
し
、
韓
佑
由
同
に
阿
っ
た
人
物
で
あ
る
。
周
密
の
外

開
梧
用
兵
の
護
端

曾
父
の
章
良
能
が
郵
友
龍
と
同
宿
し
た
折
に
、
郵
友
龍
が
も
と
は
遁
翠
の
徒
で
あ
る
こ
と
を
か
ら
か
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
根
に
も
っ
た
都
友

(

U

)

 

龍
は
後
に
章
良
能
が
宗
正
少
卿
に
な
る
の
を
妨
げ
た
、
と
い
う
。
周
密
は
開
梧
用
兵
の
護
端
に
道
皐
の
徒
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た

の
で
あ
っ
た
。
前
節
で
述
べ
た
周
密
の
針
金
関
係
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
郵
友
龍
へ
の
批
判
は
首
然
で
あ
る
が
、
一
章
良
能
の
人
事
も
絡
ん
で
い

261 
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る
の
で
あ
る
。

嘉
泰
二
年
に
偽
製
の
禁
は
緩
め
ら
れ
て
い
た
が
、
寧
宗
の
次
の
理
宗
の
時
代
に
な
る
と
道
与
は
勢
力
を
回
復
し
、
理
宗
が
親
政
す
る
と
い
わ

ゆ
る
端
卒
の
更
化
と
な
り
、
道
撃
は
隆
盛
し
官
皐
と
い
う
地
位
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
で
は
こ
の
よ
う
な
時
代
を
周
密
は
ど
う
記
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

『
雑
識
』
前
集
の
「
員
西
山
入
朝
詩
」
に
よ
る
と
、
員
徳
秀
は
元
一
痛
の
時
の
司
馬
光
の
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
入
朝
し
た
も
の

の
、
ま
ず
遁
皐
を
傘
ん
で
正
心
誠
意
を
第
一
義
と
す
る
こ
と
を
言
い
、

る
べ
き
も
の
は
な
く
、

物
債
高
も
お
さ
ま
ら
ず
、

つ
い
で
『
大
皐
街
義
』
を
準
め
る
だ
け
で
貫
際
の
政
策
に
は
な
ん
の
見

(
必
〉

一
年
で
浸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
記
す
。

一方、

『
野
一
語
』
巻
二
一
の
「
三
数
園
賛
」
で

は
、
馬
遠
が
宮
中
で
描
い
た
三
敬
固
に
江
蔦
里
が
賛
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
穆
氏
が
扶
坐
し
、
老
明
は
傍
院
す
る
が
、
惟
だ
吾
が
夫
子
は
絶
倒
し

つ
ま
り
宮
中
に
あ
っ
て
は
併

・
道
・
儒
の
順
に
等
ば
れ
て
お
り
、
儒
皐
の
評
債
が
低
か
っ
た
と

て
地
に
在
る
、

と
あ
っ
て
嬉
ば
れ
た
と
い
う
。

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
記
述
を
残
す
周
密
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

理
宗
の
廟
抗
が
理
皐
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

『野
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一語』

巻
二
ハ
の
「
理
度
議
詔
」
で
は
、
理
宗
の
在
位
は
四
十

一
年
間
で
あ
っ
た
ゆ
え
、
理
と
は
四
十

一
年
王
者
の
象
に
す
ぎ
な
い
と
理
字
を
分

析
し
て
み
せ
る
。
端
卒
の
更
化
、
そ
し
て
朱
子
準
が
官
接
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
理
宗
の
時
代
に
つ
い
て
、
周
密
は
右
の
よ
う
な
榔
捻
的
な
記
述

を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
周
密
は
道
皐
に
つ
い
て
批
判
的
な
記
述
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
極
め
つ
け
は
宋
の
滅
亡
と
遁
皐
を
結
び
つ
け
た
記
述

(

必

)

『
雑
識
』
績
集
下
の
「
道
皐
」
と
『
雑
紗
』
巻
七
の

一
文
は
と
も
に
呉
興
の
老
儒
沈
仲
田
(
子
個
)
の
言
を
引
用
し
て
お
り
、

重
複

で
あ
る
。

し
た
部
分
が
大
字
で
あ
る
が
、

『
雑
識
』
に
よ
っ
て
沈
仲
田
の
言
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。
道
摩
の
徒
は
遁
拳
の
名
を
偲
り
て
世
を
欺
く

員
に
嘘
枯
吹
生
の
連
中
で
、
財
賦
を
治
め
れ
ば
褒
数
、
汗
濯
を
開
閲
す
れ
ば
食
材
、
讃
書
作
文
は
玩
物
喪
志
、

彼
等
の
讃
む
も
の
と
い
え
ば
図
書

・
近
思
録

・
遁
書

・
大
極
圏

・
東
西
銘

・
語
録
の
類
に
す
ぎ
ず
、

心
を
政
事
に
留
め
れ
ば
俗
吏
だ

と
し

そ
の
拳
聞
は
正
心

・
修
身

・
斉

家

・
治
闘

・
卒
天
下
だ
と
詑
り
、

こ
れ
こ
そ
生
民
の
た
め
に
極
を
立
て
、
天
地
の
た
め
に
心
を
立
て
、

高
世
の
た
め
に
太
卒
を
開
き
、
前
聖
の

四
書
の
註
樟
を
刊
行
し
た
り
語
録
を
編
纂
し
、

た
め
に
絶
間
学
を
纏
ぐ
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
地
方
官
に
な
れ
ば
書
院
や
諸
賢
の
洞
を
つ
く
り
、



賢
者
と
観
し
て
名
聾
を
え
て
厚
禄
を
は
み
、
科
事
で
は
四
書
や
語
録
で
答
案
を
書
け
ば
合
格
さ
せ
て
名
士
と
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
身
を
立

て
る
こ
と
が
司
馬
光
の
よ
う
で
、
文
章
気
簡
が
蘇
献
の
よ
う
で
も
本
領
で
は
な
い
と
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
天
下
の
土
は
逼
皐
に
競
趨
し
、
批

剣
す
る
者
が
あ
れ
ば
小
人
と
し
、
皇
帝
一
で
も
ど
う
に
も
な
ら
ず
、

そ
の
気
儀
は
こ
の
よ
う
に
恐
し
い
。
彼
等
の
行
動
は
言
行
不
一
致
で
人
情
か

ら
か
け
離
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
必
ず
園
家
の
大
き
な
繭
と
な
り
、
西
菅
の
清
談
よ
り
ひ
ど
い
で
あ
ろ
う
、

と
。
沈
仲
田
は
彼
の
眼
か
ら
み
た
嘗

時
の
道
象
者
ら
の
質
態
を
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

周
密
は
右
の
沈
仲
固
の
言
を
幼
少
の
折
に
聞
い
て
さ
ほ
ど
の
こ
と
と
は
思
わ
な
か
司
た
が
、
淳
一
柘
の
頃
か
ら
の
朕
況
を
見
る
と
沈
仲
固
の
言

の
通
り
で
あ
り
、
買
似
道
が
擢
力
を
握
る
や
専
ら
彼
等
を
用
い
て
道
皐
を
写
崇
す
る
と
し
た
が
、
買
は
彼
等
が
不
才
で
買
似
道
を
製
肘
し
な
い

の
を
幸
い
と
し
た
だ
け
で
、
結
局
、
宮
内
事
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
身
も
園
も
亡
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
不
幸
に
し
て
沈
仲
固
の
言
が
あ
た
っ
て
し
ま
い

ま
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
だ
、

と
す
る
。
淳
祐
の
頃
、

つ
ま
り
朱
子
皐
が
官
皐
と
な
っ
て
以
降
の
こ
と
を
記
し
、
買
似
遁
を
と
り
ま
く
道
皐
者
ら
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が
無
能
で
、
宋
の
滅
亡
に
関
係
す
る
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
買
似
道
が
宰
相
に
な
る
と
三
皐
の
畢
生
達
を
寵
絡
し
た
こ
と
は
『
雑
識
』
後
集
の

こ
れ
に
績
く
「
買
相
制
外
戚
北
司
載
事
校
」
で
は
、
買
似
道
が
外
戚
・
官
官
・
皐
生
を
う
ま
く
抑
制
し
た
こ
と
を
記

す
が
、
彼
は
遁
暴
を
崇
向
し
て
科
事
で
皐
生
を
選
別
す
る
こ
と
に
託
け
て
、
専
ら
出
来
の
悪
い
連
中
を
用
い
、
理
皐
を
談
じ
る
者
、
時
文
が
う

ま
い
と
誇
る
者
も
い
た
が
、
彼
等
は
兵
財
政
刑
の
な
ん
た
る
か
を
知
ら
ず
、
汚
い
格
好
を
し
て
低
能
で
救
い
よ
う
が
な
か
っ
た
、
と
も
記
し
て

「
三
皐
之
横
」
に
み
え
、

い
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
南
宋
末
の
道
象
者
に
劃
す
る
批
判
的
記
述
の
ひ
と
つ
と
し
て
『
雑
識
』
績
集
上
の
「
羅
椅
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

(
閃
〉

で
は
具
鐙
的
な
個
人
を
あ
げ
て
批
判
し
て
お
り
、
責
斡
の
門
人
と
詑
っ
て
い
た
韓
魯
の
弟
子
で
あ
る
羅
椅
・
董
敬
巷
・
韓
秋
巌
の
奇
怪
な
慮
世

に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
羅
椅
は
出
身
を
醸
し
て
貰
似
道
に
仕
え
た
の
だ
が
、
そ
の
不
情
ゆ
え
に
嫌
わ
れ
、
買
似
道
を
去
っ
て
揚
州
の
趨
日
起
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の
も
と
で
貧
乏
儒
者
ぶ
り
を
護
揮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で
買
似
道
と
再
禽
し
、
買
似
道
が
越
に
羅
椅
は
買
の
富
に
十
倍
す
る
ほ
ど
の
家
の

出
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
越
の
も
と
を
離
れ
、
以
後
、
彼
は
下
級
官
僚
と
し
て
過
ご
し
た
、
と
い
う
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
の
羅
椅
側
の
批
剣
も
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(

日

)

あ
る
の
だ
が
、
周
密
か
ら
す
る
と
財
産
家
で
あ
る
こ
と
を
憶
し
て
貧
乏
儒
者
面
を
す
る
這
皐
者
ぶ
っ
た
羅
椅
は
奇
怪
に
思
え
た
の
で
あ
る
。

方
の
董
敬
蓄
と
韓
秋
巌
は
と
も
に
結
婚
せ
ず
、
鏡
魯
の
混
後
、

そ
の
木
主
を
背
負
っ
て
旬
旬
往
突
し
、
宿
で
は
木
主
を
祭
っ
て
泣
く
の
で
嫌
が

ら
れ
、
撫
州
を
通
っ
た
折
に
知
州
で
あ
っ
た
黄
震
が
こ
れ
を
知
り
、
郡
臆
に
位
牌
を
お
き
三
人
で
先
師
を
偲
ん
で
泣
い
た
と
い
う
。

魯
の
石
洞
書
院
か
ら
も
ど
る
と
責
震
の
世
話
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
周
密
は
こ
の
二
人
を
指
し
て
、

二
人
は
龍

一
時
の
道
鼠
干
の
怪
な
る
こ
と
は
往
々
此

に
至
っ
た

と
し
て
い
る
。

し
て
お
り
、

以
上
、
周
密
の
描
い
た
南
宋
の
道
皐
を
み
て
き
た
が
、
南
宋
-VY通
じ
て
周
密
は
一
貫
し
て
道
翠
の
絞
黙
を
示
す
記
述
を
残
し
て
道
皐
を
批
判

そ
れ
ら
は
陸
心
源
が
い
う
よ
う
に
周
秘
以
来
の
家
撃
の
産
物
と
許
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
批
判
に
共
通
す
る
の
は
現
貫
の

政
治
に
無
能
で
あ
っ
た
道
皐
者
あ
る
い
は
似
非
道
翠
者
へ
の
批
剣
で
あ
り
、

針
金
政
策
に
関
し
て
い
え
ば
現
貫
を
ふ
ま
え
な
い
道
向学者

へ
の
批

判
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
周
密
の
批
判
は
次
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
雑
識
』

別
集
下
の
「
空
談
貫
数
」
は
周
卒
原
な

- 40ー

る
人
物
の
言
を
引
い
て
お
り
、
そ
れ
は
、
今
の
皐
者
は
た
だ
議
論
で
の
理
解
は
大
嬰
深
い
の
だ
が
、
一
意
を
寅
行
に
加
え
て
い
な
い
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
ま
た
同
様
の
こ
と
は
『
雑
識
』
後
集
の
「
雅
流
自
居
」
に
み
え
、
周
密
は
劉
克
荘
の
、
義
理
の
開
学
が
興
っ
て
以
来
、
土
大
夫
の
研

は
事
を
よ
く
し
な
い
の
は
何
故
か
。

こ
れ
は
大
部
分
の
土
大
夫
が
雅
流
で
自
居
し
、

こ
れ
を
政
事
に
お
こ
な
う
と
う
ま
く
ゆ
く
こ
と
は
少
い
。
理
は
精
で
も
事
は
粗
で
、
理
を
よ
く
す
る
者

(
臼
)

俗
事
を
潔
い
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
言
を
引

深
尋
微
の
功
は
先
儒
に
悦
じ
な
い
が

き
、
こ
れ
は
近
世
の
士
大
夫
の
絞
黙
を
よ
く
言
い
あ
て
て
い
る
と
し
て
い
る
。
既
に
ふ
れ
た
沈
仲
聞
も
雷
時
の
士
大
夫
の
行
動
は
西
菅
の
清
談

(

臼

)

よ
り
も
ひ
ど
い
と
し
て
い
た
が、

こ
の
よ
う
に
南
宋
の
士
大
夫
の
議
論
を
清
談
と
比
較
す
る
見
方
は
南
宋
初
期
よ
り
散
見
で
き
る
。
周
密
は

『
雑
識
』
縮
集
上
の
「
開
慶
六
士
」
で
は
、
淳
一
府
四
年
、
史
嵩
之
が
起
復
す
る
折
に
上
書
し
て
反
射
し
た
陳
宜
中
・
寅
鏑

・
曾
唯
ら
六
人
の
開

(

比

)

慶
六
君
子
の
内
、
責
・
曾
ら
は
宋
が
滅
ん
だ
後
に
元
に
降
っ
た
こ
と
を
-記
し
た
う
え
で
、
某
人
の
次
の
言
を
ひ
く
。
そ
れ
は
、
開
慶
の
六
君
子

(

日

)

は
至
元
に
な
る
と
三
度
叩
頭
し
た
。
宋
が
亡
ん
だ
の
は
こ
の
連
中
の
た
め
で
、

」
の
踊
は
西
晋
の
清
談
よ
り
ひ
ど
い

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

開
匿
の
六
君
子
に
つ
い
て
の
具
鐙
的
な
史
賓
の
理
解
に
つ
い
て
は
未
詳
な
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、

と
も
あ
れ
宋
の
滅
亡
と
い
う
事
買
を
宋
末
の



士
人
達
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
、
彼
等
を
清
談
に
あ
け
く
れ
た
西
膏
の
土
人
よ
り
も
ひ
ど
い
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

........ 
J、

前
節
ま
で
は
周
密
か
ら
み
た
道
拳
者
の
い
わ
ば
政
治
面
の
許
債
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
周
密
は
詩
集
に
『
草
笛
韻
語
』
を
、
詞
集
に
『
草
薗

詞
』
や
『
姦
洲
漁
笛
譜
』
を
、
そ
し
て
彼
が
編
纂
し
た

『
絶
妙
好
詞
選
』
を
残
し
て
お
り
、
彼
は
宋
末
元
初
を
代
表
す
る
詞
人
と
し
て
著
名
で

あ
り
、
本
簡
で
は
こ
の
よ
う
な
詞
人
周
密
か
ら
み
た
道
皐
の
評
債
、

つ
ま
り
は
道
皐
と
文
皐
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

周
密
は
『
雑
識
』
後
集
の
「
太
皐
文
繁
」
で
、
南
渡
以
来
の
太
皐
で
の
文
鐙
の
饗
遷
を
述
べ
た
う
え
で
、
淳
一
府
四
年
に
徐
震
が
省
元
に
な
る

と
、
太
聞
用
干
の
拳
生
は
全
て
性
理
翠
を
隼
び
、
競
っ
て
科
奉
合
格
を
め
ざ
し
た
の
で
、
以
後
、

四
書
・
東
銘
・
西
銘
・
大
極
園
・
遁
書
・
語
録
の

み
が
皐
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
記
す
。

朱
子
準
が
官
皐
と
な
っ
て
以
後
は
文
盟
の
う
え
で
も
大
き
な
蟹
化
が
あ
っ
た
と
す
る
わ
け
で
あ

中
に
「
光
景
不
露
」
と
か
「
大
雅
不
溌
」
な
ど
と
い
う
不
吉
な
語
が
用
い
ら
れ
て
宋
の
滅
亡
を
迎
え
て
し
ま
い
、

し
て
い
る
。
文
鐙
の
饗
化
も
宋
の
滅
亡
を
示
唆
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

」れ
は
文
妖
で
あ
る
、

- 41ー

る
。
周
密
は
績
け
て
、
こ
の
よ
う
な
獣
況
も
威
淳
末
年
に
な
る
と
嬰
り、

『荘
子
』
や
『
列
子
』
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

封
策
の

と
記

既
に
記
し
た
沈
仲
田
の
言
に
も
、
道
泉
者
は
詩
書
作
文
を
玩
物
喪
志
と
し
、
道
皐
徒
は
四
書
以
下
の
道
皐
関
係
の
書
物
し
か
讃
ま
な
い
と
い

う
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
風
潮
は
周
密
か
ら
す
れ
ば
批
剣
す
べ
き
こ
と
で
、

『
雅
談
』
巻
上
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
宋
の
文
治
は

盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
諸
老
は
率
ね
性
理
を
崇
ん
で
華
文
を
卑
し
み
、
朱
煮
は
程
願
を
主
と
し
て
蘇
輯
を
抑
え
た
。
口
口
組
謙
の
『
皇
朝
文
鑑
』
で

の
取
捨
選
揮
は
多
く
は
朱
烹
の
一
意
に
よ
っ
て
い
る
の
で
遺
漏
の
多
い
こ
と
は
極
め
て
惜
し
む
べ
き
だ
、
と
。
周
密
は
こ
の
よ
う
に
記
し
た
う
え

(

白

山

)

で
、
葉
遁
の
、
洛
暴
が
興
っ
て
文
皐
は
破
壊
さ
れ
た
、
と
い
う
一
文
を
引
き
、
こ
れ
は
至
言
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
に
は
文
皐
観
の

う
え
で
の
蘇
皐
割
程
撃
と
い
う
針
立
関
係
を
看
取
し
え
よ
う
。
ま
た
『
雑
識
』
績
集
下
の
「
押
韻
語
録
」
で
は
劉
克
荘
の
一
文
を
引
用
し
て
お

ま
ま
篇
詠
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
率
ね
は
語
録
や
講
義
に
押
韻
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
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近
世
は
理
問
円
子
を
貴
ん
で
詩
賦
を
賎
し
み

り
、
そ
れ
は
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(

幻

)

い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
詩
賦
を
賎
ん
だ
こ
と
へ
の
批
剣
が
み
え
る
の
で
あ
る
。

周
密
は
自
ら
の
文
皐
論
を
開
陳
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
彼
の
文
筆
的
立
場
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
か
ね
る
が
、
右
の
記
述
か
ら

し
て
み
れ
ば
蘇
拳
の
系
譜
を
ひ
く
と
い
え
よ
う
。
朱
烹
は
蘇
皐
を
否
定
し
、
科
奉
に
お
い
て
は
詩
賦
を
課
す
こ
と
を
底
止
せ
よ
と
論
じ
て
い
た

(
日
)

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
皐
観
が
政
治
上
の
問
題
と
し
て
登
場
す
る
の
は
科
拳
に
お
い
て
で
あ
っ
た
し
、
太
翠
で
の
文
田
学

の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
周
密
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
太
皐
で
四
書
以
下
の
道
皐
関
係
の
書
物
の
み
が
皐
ば
れ
る
の
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ

(

回

)

っ
た
。
一
方
、
科
事
と
詩
賦
の
閲
係
に
つ
い
て
周
密
は
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
章
良
能
は
躍
部
貢
院
の
三
弊
の
一
つ
と
し
て
詩
賦

(
印
)

を
温
抑
す
る
こ
と
が
甚
し
い
こ
と
を
論
じ
て
お
り
、
一
一
早
良
能
の
詩
賦
重
視
と
い
う
立
場
は
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
周
密
に
も
受
け
つ
が
れ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
周
密
の
道
皐
批
剣
は
文
皐
の
面
で
も
批
判
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
底
流
と
し
て
蘇
皐
と
程
皐
の

- 42ー

文
民
平
翻
の
相
還
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

七

小
稿
は
周
密
の
残
し
た
記
述
の
な
か
か
ら
道
路
干
に
闘
す
る
批
判
的
な
記
述
を
羅
列
す
る
こ
と
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
周
密
の
道
皐
批
判
は
睦

(

飢

)

系
的
な
も
の
で
は
な
く
、
朱
烹
に
つ
い
て
は
大
儒
と
し
て
十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
時
に
朱
薫
に
つ
い
て
の
批
判
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は

朱
子
同
月
干
の
思
想
盤
系
を
ゆ
る
が
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
し
、
思
排
性
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
周
密
の
批
判
は
周
秘
以
来
の
い
わ
ば
家
皐
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、

一章

・
楊
商
家
か
ら
の
影
響
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
重
貼
は
政
治

・
経
済
面
に
あ
っ
て
は
、
針
金
関
係
に
し
て
も
政
策
面
に
し

て
も
現
買
と
事
離
し
た
道
筆
者
へ
の
批
判
で
あ
り
、

ま
た
彼
等
の
虚
世
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。

一
方
、
文
皐
の
面
か
ら
す
れ
ば
周
密
は
蘇
翠
の

立
場
に
あ
る
と
い
え
、
北
宋
以
来
の
程
同
盟
?
と
蘇
皐
の
封
立
の
系
譜
を
ひ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
宋
元
交
替
の
動
範
の
折
に
、
南
宋
の
滅
亡
を

見
す
え
な
が
ら
周
密
は
著
述
を
残
し
た
の
だ
か
ら

彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
南
宋
の
誠
亡
の
原
因
を
道
皐
に
結
び
つ
け
た
の
は
嘗
然
の
こ
と



で
、
こ
れ
は
清
談
よ
り
も
甚
し
い
と
い
う
南
宋
士
大
夫
の
病
弊
を
記
述
し
た
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
周
密
の
記
述
は
道
皐
の
側
か
ら
み
れ
ば
反
批
判
す
べ
き
、
あ
る
い
は
隠
蔽
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
胡
文
壁
の
『
野
語
』
後
序
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
の
も
、
ま
た
『
皐
案
』
が
「
晩
宋
話
晋
諸
儒
者
」
と
周
密
を
規
定
し
た
の
も
無
理

か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
で
は
周
密
の
よ
う
な
存
在
は
宋
末
元
-
初
に
あ
っ
て
特
異
な
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
で
は
周
密
ほ
ど
の
批
判
的
な
記
述
を
残

(

臼

)

し
た
人
物
は
い
な
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
周
密
が
宋
末
元
初
の
杭
州
の
い
わ
ば
文
義
サ
ロ
ン
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
る
と
、

周
密
の
よ
う
な
立
場
は
受
け
い
れ
ら
れ
て
お
り
、
周
密
は
首
時
の
文
喜
界
の
一
部
の
意
見
を
代
表
し
て
い
る
と
も
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。
筆

(

臼

)

者
は
別
稿
で
道
拳
に
批
判
的
な
家
系
で
あ
っ
た
明
州
の
高
氏
一
族
を
素
描
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
周
密
な
ら
び
に
そ
の
家
系
や
高
氏
一
族
の
よ

う
え
で
必
要
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。

う
な
人
々
を
再
評
慣
す
る
こ
と
は
、
南
宋
の
様
々
な
思
想
潮
流
を
究
明
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
南
宋
に
お
け
る
道
撃
と
そ
の
貫
態
を
考
究
す
る

つ
い
で
元
代

- 43ー

に
な
る
と
、

朱
子
皐
は
確
か
に
淳
一
版
元
年
の
時
貼
で
官
翠
と
い
う
地
位
を
得
は
し
た
が
、
周
密
か
ら
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
一
面
も
あ
っ
た
。

元
代
に
あ
っ
て
は
金
以
来
の

朱
烹
の
四
書
の
解
調
停
が
採
用
さ
れ
た
に
し
て
も

延
祐
二
年
(
一
一
一
一
一
五
)
に
科
奉
が
再
開
さ
れ
、

(
山
町
)

蘇
拳
を
引
く
流
れ
と
道
向
学
の
劉
立
が
み
ら
れ
、
宋
代
に
比
べ
れ
ば
元
の
科
奉
の
存
在
の
意
義
は
小
さ
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

子
準
が
本
格
的
な
意
味
で
の
官
拳
と
な
る
に
は
明
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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註(

1

)

以
下
の
諸
論
文
を
参
照
。

。。ロ

S
ι
ζ
.
ω
円四回一円

O
E
5『
=
の
『
ロ
出
田
町
.臼
司
0

】

Es-
の
R
2円
日
〉

ω
E
Z口
〉

B
r
3
-
g
n
O
3
2・
司
・
巧
ユ

m
z
h
r
u・、
H

，
i
s
Z
2

0ι
・
=
。
。
洋
子
町
芯
潟
、
2
4。
お
お
町
民
同
応
、

ω
Sロ問。円《同

C
ロ
2
・同

M

・
5
白
N
)
・

』。

rロ
ヨ
ロ
昨

r
a
z
g向
。
て
斗

r
o
E
g
-
-
2
5
-
C
5
H件
。
同

2
0
?の
O
口町
E
n
B
ロ

ω司ロ円円
2
2
B
3
叶
砕
崎
、
。
aw-EHN
。
¥
与
え
れ
H

司

か
く
み
る
と
朱

九
叫

HRRロ
2
ω
H
|
ω
・
5
J
P
T
B
2
、叶・。
-
F
2
2
Z。
唱
《
出
品
釦

Z
2・

。
S
E
n
-自
由
nv。。
-
r
o
n
O
B
o
p
o
臼
S
Z
O円神宮内同
OH司吋
3NUと
向
。
.

8
h
v
F匂同町白師同

S
礼
司
2
8
|品・

5a-
劉
子
健
「
宋
末
所
謂
道

統
的
成
立
」
〈
『
文
史
』
六
一
九
七
九
、
同
『
雨
宋
史
研
究
奨
編
』

所
枚
一
九
八
七
〉
。

(
2
〉
研
究
史
と
し
て
後
藤
延
子
「
朱
子
皐
研
究
の
現
放
と
課
題
」
(
『
歴
史
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聞
学
研
究
』
四
一
一
一
一
九
七
五
)
が
詳
し
い
。

(

3

)

南
宋
初
期
の
複
雑
な
動
向
に
つ
い
て
は
近
藤
一
成
「
南
宋
初
期
の
王

安
石
評
僚
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

一一一
八
|
一
一
一
一

九
七
九
)
が

詳
し
い
。

(

4

)

前
掲

F
E
B
E
E♂
F
E
は
淳
一
路
元
年
に
凹

E
O
O円

H
F
o
ι
o
H
U
、に

な
っ
た
と
す
る
。
ま
た
劉
は
「
園
家
理
念
」
と
も
表
現
し
て
い
る
J

周

密
珠

・
陳
振
主
編
『
簡
明
宋
史
』
〈
一
九
八
五
)
は
宮
撃
に
な
っ
た
と

す
る
。

(
5
)

『
四
庫
全
書
徳
目
提
要
』
(
以
下
、
『
提
要
』
〉
の
『
野
趣
有
聾
査
』

に
は
、
楊
公
速
は
元
に
な
っ
て
も
仕
え
な
か
っ
た
の
で
、
周
密
の
例
に

従
っ
て
南
渡
の
遁
民
と
稽
す
べ
き
で
あ
る
が
云
々
、
と
あ
る
。

(
6
〉
明
の
人
、
王
行
の
『
半
軒
集
』
倉
一
八
、
「
題
周
草
留
置
像
巻
」
に

は
、
宋
の
運
は
既
に
祖
き
、
奥
に
三
山
の
郷
思
宵
が
、
杭
に
は
弁
陽
の

周
密
が
お
り
云
々
、
と
あ
る
。

(

7

)

『
提
要
』
の
『
伯
牙
琴
』
に
は
、
郵
牧
は
謝
掬
・
周
密
ら
と
仲
が
良

く
、
二
人
は
と
も
に
抗
節
遜
迩
の
人
で
云
々
と
あ
る
。

(

8

)

筒
、
『
野
一
諮
』
『
雑
識
』
は
と
も
に
麿
宋
史
料
筆
記
態
刊
本
に
よ

る
。

(
9
〉
周
密
の
年
譜
と
し
て
は
「
年
譜
」
以
外
に
顧
文
彬
「
周
公
謹
年
譜
」

(『過
雲
桜
番
強
記
』
径
二
〉
、
況
君
「
州
箇
年
譜
擬
稿
」
(『
北
京
大
開
学

研
究
所
園
祭
門
月
刊
』
一
!
四
一
九
二
七
)
が
あ
り
、
「
年
譜
」
を

補
う
も
の
と
し
て
は
溶
柏
澄
「
夏
著
『
周
草
箇
年
譜
』
訂
誤
」
(
『
史

原
』
六
一

九
七
五
)
が
あ
り
、
偲
記
と
し
て
は
の
r
c
'
Z
5
m
E

E

の
Z
O
C
玄

H3
q
g
h
目。
h言
、
ど
な
忌
吋
由
〉
が
要
を
得
て
い

る
。
向
、
小
稿
の
第
二
節
に
関
し
て
は
「
年
譜
」
に
史
料
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
場
合
、
基
本
的
に
は
史
料
名
を
あ
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。

(
叩
)
た
と
え
ば
宮
崎
市
定
「
南
宋
末
の
宰
相
買
似
這
」
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究

第
二
』
所
牧
一
九
五
七
)
。

(
日
)
『
祭
案
』
巻
九
六
の
「
附
攻
専
門
之
象
者
」
で
は
周
秘
を
あ
げ
て
、

秦
州
の
人
で
周
秩
の
弟
と
し
、
玉
徳
毅
『
宋
人
惇
記
資
料
索
引
二
』

(
一
九
七
四
)
は
こ
れ
を
受
け
、
か
つ
泰
州
の
人
と
す
る
が
と
も
に
誤

り
で
あ
る
。

(
ロ
)

『
曾
要
』
な
ら
び
に
『
綴
資
治
通
鐙
長
編
』
に
は
照
寧
六
年
か
ら
元

和
五
年
に
か
け
て
周
孝
恭
な
る
人
物
が
登
場
す
る
が
、
小
稿
で
い
う
局

孝
恭
と
同

一
人
か
は
未
詳。

(
日
)
鄭
元
慶
『
突
興
蔵
書
録
』
は
『
雑
識
』
後
集
の

「
大
父
探
徐
」
に
み

え
る
「
移
寓
天
聖
傍
刻
者
幾
二
十
年
、
杜
門
粛
然
」
と
い
う
記
述
を
踏

ま
え
て
「
幾
二
十
年
、
社
門
著
述
」
と
記
し
て
い
る
。

(

U

)

周
密
の
淡
年
に
つ
い
て
は
『
疑
年
録
』
を
踏
ま
え
て
至
大
元
年
(
一

三
O
八〉

と
す
る
設
も
あ
る
が
、
小
稿
で
は
「
年
譜
」
に
従
う
。

(
日
〉
周
密
が
か
く
記
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
密
の
淡
後
、
彼
が
厳
し

た
法
書
名
鑑
は
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
寅
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
『
榔

待
制
文
集
』
巻
一
八
「
題
江
磯
園
巻
後
」
に
み
え
る
。

(
日
)
「
年
盟
国
」
三
五

0
・
三
六
九
頁
参
照
。

(
げ
)
周
泌
・
章
良
能
に
つ
い
て
同
僚
の
こ
と
は

『野
語
』
倉
一一一の

「
訣
斡

本
末
」
で
も
記
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
「
年
譜
」
附
録
「
草
笛
著
述
考
」
参
照
。

(
日
)
た
と
え
ば
『
野
語
』
巻
一
四

「
銭
夜
」
や
同
径

一
八
「
章
氏
玉
杯
」

な
ど
。

(
初
)
た
と
え
ば
小
稿
で
も
ふ
れ
る
『
野
語
』
各
三
の
「
訣
韓
本
末
」
。

-44-
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(
幻
〉
『
雑
識
」
に
は
各
文
章
の
末
尾
に
そ
の
話
の
提
供
者
の
名
を
記
す
場

合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
績
集
上
「
焼
失
眼
庭
」
に
は
「
伯
機
」
と
あ

り
、
こ
の
前
僚
の
「
狗
姑
」
は
冒
頭
に
「
伯
機
云
」
と
あ
る
。
伯
機
と

は
鮮
子
福
の
こ
と
で
あ
る
。

〈
詑
)
『
野
語
』
巻
五
「
端
卒
入
洛
」
は
嘗
時
の
随
軍
幕
府
の
日
記
に
よ
っ

て
い
る
し
、
岡
谷
一
八
「
二
張
援
裏
」
は
褒
州
順
化
の
老
卒
か
ら
聞
い

た
と
す
る
。

〈
幻
)
た
と
え
ば
『
雑
識
』
別
集
下
の
「
椿
承
亮
不
就
試
」
以
下
の
六
僚
は

元
好
聞
の
『
績
夷
堅
志
』
に
よ
る
と
い
う
。

(

U

A

)

周
密
の
史
料
蒐
集
の
様
子
の
一
端
は
『
雑
妙
』
巻
一
や
『
奮
事
』
自

序
に
み
え
る
。

(
部
)
た
と
え
ば
『
雑
識
』
別
集
上
「
方
回
」
に
み
ら
れ
る
方
回
へ
の
批

制
円
。
向
、
方
回
は
朱
子
暴
徒
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
周
密
の
批
判
の
-
評

債
に
つ
い
て
は
元
代
珍
木
文
集
奨
刊
に
収
め
ら
れ
る
『
桐
江
集
』
の
昌

彼
得
の
「
叙
録
」
に
詳
し
い
。

(
M
m
)

た
と
え
ば
『
雑
議
』
績
集
下
の
「
張
世
傑
忠
死
」
な
ど
。

(
幻
)
た
と
え
ば
『
野
語
』
各
一
一
の
「
勝
茂
貧
」
で
は
、
園
史
に
勝
茂
貧

の
本
俸
は
あ
る
が
甚
だ
簡
略
で
あ
る
ゆ
え
、

北
方
つ
ま
り
金
の
記
録
も

踏
ま
え
て
そ
の
貫
を
得
る
と
あ
り
、
同
径
一
六
「
昆
命
元
範
緋
読
本

末
」
は
『
四
朝
間
見
録
』
甲
集
「
昆
命
子
元
勉
」
の
記
述
が
簡
略
ゆ
え

詳
述
す
る
と
い
う
。

(
却
〉
た
と
え
ば
『
雑
識
』
後
集
の
「
成
均
奮
規
」
な
ど
の
太
皐
関
係
の
記

述
は
南
宋
の
太
皐
を
知
る
好
史
料
で
あ
り
、

『
野
語
』
巻
一
七
の

「
景

定
行
公
団
」
は
買
似
道
の
公
団
法
の
基
本
史
料
で
あ
る
。

(
泊
)
た
と
え
ば
『
野
語
』
各
一
五
の
「
曲
妊
関
本
末
」
で
は
、
曲
端
の

『
四
朝
園
史
』
本
俸
論
賛
を
批
判
門
す
る
が
、
『
宋
史
』
巻
三
六
九
の
本

俸
論
賛
は
『
四
朝
園
史
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

ω

)

前
掲
註
(

1

)

の
諸
論
文
な
ど
。

(
況
)
酒
雰
緩
宋
元
人
説
部
書
所
枚
『
野
一語
』
の
夏
敬
観
の
政
文
に
み
え

る。

(

M

M

)

唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
『
野
語
』
の
黙
校
設
明
に
よ
る
と
、
正
徳
刊
本

は
中
園
に
は
な
い
模
様
だ
が
陸
心
源
奮
蔵
本
が
静
嘉
堂
文
庫
に
あ
り
、

ま
た
同
刊
本
は
大
倉
集
古
館
・
写
経
閣
文
庫
に
も
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(
お
〉
た
と
え
ば
『
越
綬
堂
議
書
記
』
の
『
雑
紗
』
の
説
明
。

(
泊
)
『
皐
案
補
遺
』
巻
九
七
の
「
周
密
」
へ
の
溺
雲
濠
の
案
語
も
、
周
密

が
周
秘
に
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
お
)
『
提
要
』
の
『
野
一
語
』
の
解
説
で
は
、
胡
文
壁
が
削
去
し
な
い
で
出

版
し
た
こ
と
を
よ
く
門
戸
の
見
を
除
い
た
と
い
う
べ
き
だ
と
し
、
削
去

し
な
か
っ
た
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
。
同
じ
く
『
提
要
』
の
『
雑
識
』

の
解
説
で
は
、
『
雑
識
』
が
宋
末
の
講
皐
の
弊
に
詳
し
く
、
小
稿
で
後

述
す
る
沈
仲
固
や
周
卒
原
の
言
っ
た
こ
と
は
畑
戒
で
あ
っ
て
、
世
道
人

心
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
『
雑
識
』
が
小
説
に
分
類
さ
れ
る
か
ら

と
い
っ
て
忽
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
な
ど
、
紀
向
の
周
密

へ
の
-
評
債
は
高
い
。
紀
陶
は
道
息
ナ
を
好
ま
ず
漢
民
平
を
取
っ
た
の
で
こ
の

よ
う
な
-
評
債
が
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
紀
陶
の

『
閲
微
草

堂
筆
記
』
が
道
皐
者
を
批
剣
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

(
お
〉
周
密
が
買
似
道
と
親
し
か
っ
た
と
い
う
批
剣
は
『
咳
徐
叢
考
』
巻
四

一
の
「
葉
夢
得
周
草
箇
」
な
ど
に
も
み
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
批
剣
の

あ
た
ら
な
い
こ
と
は

「年
譜
」
徳
一
楠
元
年
僚
に
詳
し
い
。

- 45ー
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(
幻
)
向
、
『
闘
史
替
閲
』
第
武
分
加
に
は
「
僑
皐
之
禁
」
「
道
皐
輿
政

事
」
な
ど
小
稿
と
関
連
す
る
記
述
が
多
い
。

(
お
〉
周
秘
の
液
年
に
つ
い
て
は
『
要
録
』
巻
一
五
五
、
紹
興
十
六
年
十
月

己
未
候
、
な
ら
び
に
同
各
一
五
六
、
同
十
七
年
十
二
月
世
間
卯
僚
の
雨
者

に
み
え
、
い
ず
れ
か
決
し
難
い
。

(
ぬ
)
こ
の
こ
と
は
『
要
録
』
巻
一
二
三
、
紹
興
八
年
十
一
月
了
未
僚
や

『
宋
史
』
巻
三
七
四
、
胡
鐙
俸
に
み
え
る
。

(
必
)
こ
の
雨
蓄
に
つ
い
て
筆
者
な
ど
は
共
に
米
詳
。

(

4

)

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
『
要
録
』
巻
二
ハ
て
紹
興
二
十
年
三
月
壬

寅
係
、
『
宋
史
』
径
四
三
五
、
胡
寅
俸
に
み
え
、
章
夏
を
『
要
録
』
は

章
慶
と
し
、
『
宋
史
』
は
章
隻
と
す
る
。

(
必
)
周
製
武
『
唐
読
粛
研
究
』
(
一
九
七
三
)
、
拙
稿
「
唐
仲
友
究
書
」

(
『
社
合
文
化
史
率
』
一
一
一
一
九
七
五
)
、
朱
瑞
照
「
宋
代
理
準
家
唐

仲
友
」
(
『
劉
子
健
博
士
煩
害
時
紀
念
宋
史
研
究
論
集
』
所
枚
、
一
九
八

九
)
参
照
。

(
必
)
向
、
開
稽
用
丘
一
に
つ
い
て
は
衣
川
強
「
「
開
稽
用
兵
」
を
め
ぐ
っ
て
」

(『東
洋
史
研
究
』
一
一
一
六
|
一
二
一
九
七
七
〉
に
詳
し
い
。

(
川
制
)
『
宋
史
』
本
紀
、

嘉
泰
四
年
九
月
壬
午
係
、
な
ら
び
に
『
宋
史
紀
事

本
末
』
巻
八
一
一
一
「
北
伐
更
盟
」
に
み
え
る
。

(
必
)
同
様
の
見
方
は
『
鶴
林
玉
露
』
甲
編
各
四
「
都
友
龍
使
虜
」
に
み
え

る。

(
日
明
)
郵
友
龍
が
張
拭
に
皐
ん
だ
こ
と
は
『
皐
案
補
遺
」
径
七
一
に
見
え
る

が
、
こ
れ
は
『
湖
南
遁
志
』
(
嘉
慶
巻
一
一
一
七
、
光
緒
巻
二
ハ
二
)
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
『
湖
南
通
志
』
は
『
野
語
』
と
『
鶴
林
玉
露』

に
よ
っ
て
い
る
。

(
円
む
こ
の
人
事
に
つ
い
て
は
『
舎
要
』
職
官
・
降
組
、
嘉
泰
二
年
間
十
二

月
二
十
八
日
僚
に
み
え
る
。

(
必
)
同
様
の
記
述
は
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
巻
三
「
聖
賢
豪
傑
」
や
『
貴
耳

集
』
各
下
に
も
み
え
る
。

(
品
目
)
沈
仲
固
は
『
皐
案
補
選
』
巻
九
七
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『
雑
議
』

の
記
述
に
よ
っ
て
い
る
。

(
切
)
韓
関
魯
は
資
款
の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
皐
波
は
『
皐
案
』
轡
八
三
に
鯵
(

峰
同
学
案
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(
日
〉
乾
隆
『
底
陵
勝
士
山
』
巻
二
八
や
羅
洪
先
「
族
組
縫
院
府
君
俸
」
(
『
澗

谷
這
集
』
所
収
)
な
ど
。

(
臼
)
こ
の
一
文
は
『
後
村
先
生
大
全
集
』
倉
一

O
O
「
唐
察
院
剣
案
」
に

よ
っ
て
い
る
。

(
臼
)
陳
東
原
『
園
史
替
問
』
第
武
分
間
第
四
三
二
候
「
宋
儒
清
談
」
参

照。

(
臼
)
こ
の
記
述
は
周
密
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
『
宋
史
』
各
四
二
ハ
、
陳
宜

中
の
俸
に
よ
る
と、

費
砧
四
年
、
丁
大
全
を
攻
撃
し
た
陳
宜
中
ら
六
人

が
六
君
子
と
さ
れ
る
。

(
日
)
「
叩
頭
」
の
原
文
は
「
搭
頭
」
で
あ
る
。
「
搭
頭
」
の
他
の
用
例
を

知
ら
な
い
が
、
叩
頭
の
意
と
し
た
。

(
回
〉
筆
者
の
検
索
の
不
備
か
、
こ
れ
と
同
じ
文
章
を
見
出
し
て
は
い
な
い

が
、
葉
遣
は
同
じ
趣
旨
を
『
水
心
先
生
外
集
』
巻
一
一
一
一
「
宏
詞
」
な
ど

に
も
記
し
て
い
る
。
一
方
、
『
習
皐
記
言
序
回
』
単
位
四
七
、
「
自
主
朝
文

鑑

一
周
必
大
序
」
に
は
「
程
氏
兄
弟
愛
明
道
皐
、
従
者
十
八
九
、

文
字
遂
復
治
壊
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
向
、
原
文
の
「
文
字
」
は
文
撃
と
解
師
押
し
た
。
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(
m
w
〉
こ
の
一
文
は
『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
一
一
一
「
恕
資
詩
存
藁
」
に

み
え
る
。

(
団
〉
『
朱
子
語
類
』
巻
一
三
九
第
一

O
六
僚
、
『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
九

「
皐
校
貢
翠
私
議
」
参
照
。

(
回
)
向
、
既
に
ふ
れ
た
『
雑
識
』
別
集
下
の
「
空
談
貧
数
」
に
引
く
周
卒

原
の
言
で
は
科
翠
と
詩
賦
・
経
義
の
関
係
に
ふ
れ
て
い
る
。

(
印
)
『
品
目
要
』
選
掌
・
貢
翠
雑
録
五
、
嘉
泰
元
年
十
二
月
十
八
日
僚
に
は

臣
僚
の
言
と
し
て
み
え
る
が
、
『
宋
史
』
倉
一
五
六
「
選
血
雲
仙
二
」

や
『
文
献
遁
考
』
倉
一
一
一
一
一
「
選
寧
考
五
」
に
よ
っ
て
章
良
能
の
言
と

わ
か
る
。

(
m
m

〉
周
密
の
朱
烹
の
皐
問
へ
の
批
判
は
『
雑
識
』
後
集
の
「
朱
王
二
事
相

同
」
、
『
野
一
詰
』
巻
二
ニ
の
「
綱
目
罪
謀
」
、
『
雑
紗
』
倉
一
な
ど
に
み

271 

え
る
。

〈
臼
〉
周
密
の
交
遊
に
つ
い
て
は
「
年
譜
」
、
況
君
「
州
箇
朋
輩
考
」

京
大
患
研
究
所
園
翠
門
月
刊
』
一
1

四
一
九
二
七
)
参
照
。

(
臼
)
拙
稿
「
南
宋
明
州
の
高
氏
一
族
に
つ
い
て
」
〈
『
宋
代
の
枇
舎
と
宗

数
』
所
収
一
九
八
五
〉
。

(
臼
)
者
・
、
H
，
r
o
O
L
O
B
P
Eミ
籾
山
明
抄
誇
コ
冗
代
に
お
け
る
道
事

の
興
隆
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
八
|
一
ニ
一
九
七
九
〉
参
照
。

r、、
a司

北

〔
附
記
〕
小
稿
は
卒
成
二
年
度
科
皐
研
究
費
(
組
合
研
究

ω)
「
宋
よ
り
明

清
に
至
る
科
翠

・
官
僚
制
と
そ
の
祉
舎
的
基
盤
の
研
究
」
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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ZHOU MI 周密AND NEO-CONFUCIAN ORTHODOXY

　　　　　　　　　　　

(ＤＡＯＸＵＥ道學)

ISHIDA Hajime

　　

Zhou Mi 周密, who lived in the transition period from Song 宋to

Yuan元and was the author of the Ｑｉｄｏｎｇｙｅｙｕ　＾東野語,the ｄｕiｘinｚａｓhi

葵辛雑識, and so on, took consistently ａ critical attitude toward The Neo-

Confusian Ｏｒthodoｘｙ(Ｄａｏｘｕｅ道學)ofSouthern Song 南宋in his writings.

relying on his library and family learning both handed down to him

from his great-grandfather, Zhou Mi 周秘, and under the influence of his

relatives, the Zhangs 章氏and the Yangs 楊氏. The Orthodox loathed

Zhou Mi and tried to conceal his arguments. The main points of Zhou's

criticism were the unrealistic scholarship of the Orthodox and their way

of life. In the literary aspect, Zhou Mi belonged to the Suxue 蘇學. It

was natural that Zhou Mi, having witnessed the revolution from Song

to Yuan, connected the decline of Southern Song with the superficial and

conservative ｏｒthodoχ. We can assume that Zhou's criticism was repres-

entative of the opinion held by some in his contemporary literary world･

In order to place the Zhuziχue 朱子學adequately in the history of Southern

Song, it is necessary to analyse the anti-Orthodoχ thinkers like Zhou Mi

as well as to examine various tides of ideas of Southern Song.

　　

THE PROBLEM OF FOOD IN WESTERN ZHEJIANG

PROVINCE DURING THE MIDDLE OF THE QING PERIOD

NORIMATSU Akifumi

　　

From the 16th century 3 prefecturesof Western Zhejiang 浙江province

―Hangzhou杭州, Jiaxing嘉興and Huzhou 湖州, namely Zhexi浙西－
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